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表 紙 の 説 明

電 子 波 の「 導 波 管 」

半導体工学の微細加工技術を利用した固体物理の研究が盛んになりつつある。メゾス

コピック系の物理と呼ばれる分野である。

化合物半導体 GaAsの 上にA10.3 GaQ7 Asを 成長させると,その界面に電子がトラッ

プされ, 2次元電子ガスを形成する。この2次元電子は極めて散乱されにくく,絶対温

度 lK程度では,弾性散乱長は10μ mか ら100 μmに達する。また電子濃度が低いため
,

フェルミ波長は5000A程度と長い。そこで, これにサブミクロン加工を施すと, これは

電子に対してあたかも導波管のように働き,固体中の電子の波動性にからむ現象が電気

伝導度に現れる。半導体表面に金属のショットキー電極をつけると,電極の下は空乏層

となり電子がいなくなるので, この電極を微細加工しておけitち ょうど写真のネガと

ポジの関係のように微細加工した2次元電子系ができる。

写真は, その一例である。自くみえているのが,電子線 リソグラフィーで加工した金

の電極で,従って黒く見えている形に2次元電子系が加工されていることになる。下の

写真は中央部分を拡大したもので,写真中央の細長い薄い部分が最も単純な形の「電子

導波管」である。

物理学教室 勝本信吾 ,小林俊一
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想断

退職する3月 31日 があと一月餘 りに迫っている

というのに,雑務に追われ忙 しい毎日を送ってい

る。仕事の内容は今年の夏に予定されている国際

数学者会議の準備と日本数学会の行政面に関する

こととの二つで, どちらも誰かが引き受けなけれ

ば成り立たないという意味ではやむを得ないもの

ではあるが, この期に及んでこちらにお鉢が廻っ

てくるのはいささか害1が合わないというのが卒直

な感想である。 さすがに最近では教室や学部の雑

用からは免除されているが,一年前には全学の大

学院学生委員会の委員長の時に前の天皇の死去と

ぶつかりずいぶん神経を使 うはめになった。

われわれの世代が若かった頃には科学者で随筆

を書 く人がかなり多かったように思 う。寺田寅彦

や中谷宇吉郎のようにたいへん達筆の人 もいた一

方, それ程のこともない人も多かった。いずれに

せよ,最近では科学者の随筆はとんと見受けない

ようになった。おそらく昔の人は今のわれわれよ

りはるかに暇だったのだろう。少 くとも,精神的

ゆとりにおいては格段の差があったのではなかろ

う力、 専門の細分化が進み,研究の進展のスピー

ドも増 した現代の研究者にとって不断の切迫感が

心のゆとりを奪っていると思われる。まして, 日

本では様々な雑用が研究までおびやか している。

理学部でも, この数年毎年のように,停年教授

のうち何人かが最後の挨拶で雑用の多いことを問

題にしていたと記憶する。雑用の流す毒について

は,殆どすべての人がその苦さを知り悩まされ続

けているのだろうが,事態が良 くなる兆は見えて

こない。最近つくづ く思 うのだが, 日本の大学に

おける教授会制度が時代の流れに乗 りきれず,次

第に形式的な面,非能率な面が露呈 し,時には障

碍にさえなってきているのではなかろう力、 おそ

服 部 品 夫 (数学教室)

らく,教授会制度の主な意味あいは,大学の自治

を守るとか,人事の独立性や厳正を保つための
,

いわば歯止めとしての役割にあるものと考えられ

る。 しかしそのような役割を真に発揮する状況は

稀にしか起 らないのが現実であり,実際にはみん

なで相談 してみんなで決めようといぅスローガン

が幅を利か し,評議員会を筆頭に,教授会,各種

委員会,懇談会とありとあらゆる場所で, ありと

あらゆる時に会議が開かれている感がある。たい

ていの場合,会議を経なくても同じような結論に

なりそうだが,会議を開いたという名日でみんな

が納得する, あるいは納得させ られる仕組である。

東大でも,かつて,共通一次試験への参加や,入
試の分離分割実施についてみんなで相談 したとき

には,お そらく反対意見の方がはるかに強かった

と推察するが,結論は始めから決っていたような

もので,後味の悪いことがおびただしい。 これな

どは極端な例であるが,会議で無駄に費されるエ

ネルギーの量は計り知れないものである。 このよ

うな無駄が起るのは,み んなで相談 してみんなで

決めようといぅ姿勢に根本的に無理があるからだ

ろう。雑用を減らすために,委員会の数を減 らし

たり,委員数を縮小 しろという意見はよく聞くが
,

教授会制度そのものに言及 した意見はあまり聞か

ない。大学にもタブーはあるが,教授会制度もそ

の一つなのだろうか。そのあたりを一度洗い直 し
,

相当思いきった手直しをしないと事態はますます

悪化するばかりだろう。

教授会制度とともに日本の大学において根幹と

なっているのは学部制度であろう。外国からわれ

われのところにくる郵便は単に Department Of

M athematicsと か Mathematical lnstituteと い

う所属を明示 してあるだけだが, こちらか らはそ
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の次に Faculty Of scienceと つける習慣である。

また,国内で も理学部数学教室と書 く。 このこと

は,外国では学部よりも学科が実質的な運営の中

心であり, しかも一つの大学の中には一専F]は一

学科に統一されていることを示 している。一つの

大学の別の学部に属する同一専門学科同志で仲が

悪いところの噂をきくこともある。合同すれば強

力な研究集団となり得るはずのところを, まこと

に味気ないことである。 自分自身についていえ
`式

理学部内の他の学科の人事より教養学部の数学教

室の人事にもつ関心の方がはるかに大きかった。

両方の教室が大学院ではつながっているという現

実の下では, それは単なる好寄心以上の強い関心

事であったのである。 このような点にも,学部別

に教授会がことを司るという制度の予盾が潜んで

いると常日頃感 じている。

東大紛争以後20年,結局東大では何 も変 らなか

ったとよくいわれる。国会が議員定数是正を自分

の手では断行できず,役所は自分の権限を弱める

ような行政改革をやる気はない。大学 も自分の力

で自分を動かすことはできないのだろうか。国会

や役所と違って, こちらは変革によって失うとこ

ろが少い筈ではあるのだ力も

停年退職教官としての恒例の文章を書 くようい

われて, どうせ下手な随筆のようなものを書 くの

なら,お、だん感 じてながらあまり話 したことはな

かったことを書きとめておくのも意味があるだろ

うと思った。共鳴を得られる部分も案外あるので

はないかとひそかに考えている。

理学部数学教室に籍を置いてから20数年が過ぎ

た。毎年のように優れた研究者が輩出し,清新な

感覚の彼等と同じ感覚で対応 して行かなければな

らないという意味でまことに厳 しい職場ではあっ

たが, それはそれでやり甲斐があり愉快でさえあ

った。その点については,悔の残 ることも多いけ

れども,あ る爽快感をもって去ることができる。

数学教室はいうに及ばず,理学部全体の同僚や

後輩の方たち, また事務関係の方たちにもたいへ

んお世話になった。筆をおくに当って心から謝意

を表したい。

●)

●

東京大学理学部19田年発表論文 リス ト

上記の業績 リストを作り,教室全員の方にお見せ下

さいという手紙をつけて各教室主任宛にお届けしてあ

りますので御覧下さい。その理由は,当理学部のよう

な高度の研究者集団は,そ こで行われている全研究の

一覧が出来るようなメディアを持つべきだし,ま た,

理学部の一体性から見ても,お互いの研究を知るきっ

かけになればと考えたからです。さらに,有馬総長が,

総長室に各学部の業績を評価できるような有力なデー

タを置いておきたいと希望されたことが, リスト作成

の強い動機となぅています。

和 田 昭 允

このリストは,教授会および教室主任・施設長会議

で御相談し,最初だからあまり固苦しいフォーマット

を決めないでとにかく作って見ようという大方の御意

見を入れて,各教室の責任で作られたリストを私がま

とめたものです。記載もれや誤植などありましたら,

教室ごとにまとめて私にお知らせ下さい。正誤表を作

るなどの措置を取ります。

今後, これが毎年の理学部の定期的な出版物となり,

このすぐれた頭脳集団の活動を世の中により広く知っ

てもらうために役に立てばと切に希望する次第です。
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信濃町の慶応病院に,服部先生のお見舞にうか

がったのはもう7, 8年 も前になります。当時
,

先生はスキーをはじめられたばかりだったそうで
,

その最初の練習日に骨折されてしまったとのこと

で した。ベッドの先生は少 し情なさそうで したが
,

それでも意外にお元気で した。はじめから骨折の

話で申しわけありませんが, このお怪我は私にと

って,印象的で した。そして,全 くの運動音痴の

私は何か しらとても励まされるものを感 じました。

米国からお帰 りになったばかりの服部先生の講

義に初めて出させていただいたのは,た しか1969

年の春ではなかったかと思います。全ての弱概複

素多様体に対 して整数値をとる特性数を決定 した

「服部ス トングの定理」によって,すでに世界的

に有名になっておられた服部先生は,我々の目に
,

いかにも発刺とした若き トポロジス トと映りまし

た。第一印象は消 し難いもので,今でも服部先生

に対 しては,「先輩」という感 じが抜け切れませ

ん。 この講義で先生は, ベクトル束を荷った

cobordism群 のお話をされました。当時,私の関

心のあった「多様体の手術理論」に深 く関係する

話題でしたので, この講義から多大の刺激を受け

ました。先生が cobordismを「コボルディスム」

と発音された声が不思議に耳に残 っております。

ささいなエピソー ドをもうひとつ挙げさせてい

ただきますと,当時,柴田勝征氏 (現在埼玉大学

教授)が中心になって, ソ連のフィールズ賞受賞

者ノビコフの Cobordism理 論に関するロシア語

の論文を勉強 しようということになりました。 そ

して読み進むうち,「服部」というお名前がロシ

ア語では「ガットリ」になってしまうということ

を発見 して面白がったのもなつかしい思い出です。

服 部 晶 夫 先 生 を 送 る

松 本 幸 夫 (数学教室)

その後,先生は変換群論の本格的な研究に向わ

れ, 日本に変換群論の強力な学派を打ち建てられ

ました。また,葉層構造論に向われた田村一郎先

生とともに,毎週開かれる「 トポロジー火曜セ ミ

ナー」で,我々後進のものを御指導下さいました。

学部,大学院における先生のセ ミナーからは,現
在 トポロジーの最先端で活曜中の第一級の研究者

が輩出しました。

先生は現在 も活発に研究を続けていらっしゃい

ます。 日本数学会理事長という要職をはじめ多 く

の公務をこなしながら研究を続けておられるお姿

に, また励まされるものを感 じます。最近では
,

インスタントンのモジュライ空間の位相幾何学的研

究を開始されましたし,更に,変換群論の分野で

も,多様体へのSl作用と曲率の正値性の間に成立

するであろう深い関連を予感され, その方面の研

究を推進 しておられます。

常にマイペースで,気軽で, きさくで, それで

いて,あ とからお、り返って見ると驚 く程の仕事を

していらっしゃるのが服部先生であるような気が

します。

1973年に東京で開かれた「多様体論国際会議」

の時も,組織委員としての御苦労には並々ならぬ

ものがあったと思いますo しか し少 くとも端目

には, ごく気軽に仕事をこなしていらっしゃった

印象 しか受けませんで した。服部先生はいろいろ

の御病気を経験されたとうかがっていますが, あ

るいは我々の知らない所での御無理が重なってし

まったのかも知れません。

今春,服部先生が理学部を去って行かれるのは
,

残されるものとしてまことに淋 しい限りです。

これからもどうぞお元気で御活躍下さるようお

祈 り申し上げます。
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辞の官退

1976年 11月 から理学部教授会に仲間入りさせて

頂いたが,1930年 3月 生れで今 3月 停年となる身

である。 これまで毎年 3月 の教授会で退官教授を

送って来たが,今春は和田昭允学部長と共に送 ら

れる側に回る。教授会では,いつも学部長に近い

席に座って時折文句をいうのを楽 しみにして来た

が,その席がなくなるのは寂 しい気 もする。

この間にはいろいろのことがあった。情報科学

は初期には情報科学研究施設の延長として大型計

算機センターの上の 4階に部屋住みの時代を過 し
,

次に数学教室の 5号館転出や教育用計算機センタ

ーの拡張移転に伴って理学部 1号館 一 その昔私

が数学科で過 した懐かしい場所である ― に移 り
,

10年余にしてゃっと理学部 7号館を造って頂いて

そこに入った。 ここも国際交流など教室規模拡大

の気運からは安定 した居所とはいえないかも知れ

米  田 信  夫 (情報科学教室)

ないが, これまでは内部施設の使途変更などでぎ

りぎりにしのいでいる。

理学部 7号館については個人的にも若千の想い

出がある。就任以来教授会で しばしば後藤英一教

授が建屋をよこせと叫んでおられるのに共感 して

私自身も折にお、れて歴代学部長に要求 して来たが
,

文部省から数学出身の視学が来られた際についに

勇気を揮って直訴に及び,視学報告に情報科学に

新建屋を与えるべ しとの旨を含めて頂いた。 この

ことがどの位に響いたかは知る限りでないが, そ

の直後から話 しが急進 した。 もっとも江戸時代の

遺構調査ということで建設はしばらく足樹みした力ち

退官のご挨拶はもっといろいろ書こうと思って

いたが,最近喘息で体調を崩 しているので, 申し

訳けなくこの位でお茶を濁させて頂 く。

米 田信 夫 先 生 を送 る

米田信夫先生に初めてお目にかかったのは,19
70年の夏,清里村ではなかったかと記憶 して居り

ます。当時,東大闘争が終 り大学院に入ったばか

りであった私は,Algol N言語の設計とそのコン

パイラーを作成するための合宿に何 もわからず連

れてこられていました。Algol Nと いうのは,19

60年頃ヨーロッパの研究者を中心にアルゴリズム

の記述のために,論理的体系性を重視 し設計され

たプログラミング言語である Aogo1 60の後継者

として日本で提案された言語です。米田先生は
,

当時この Algol Nの 設計の中心人物の一人でい

米 澤 明 憲 (情報科学教室 )

らしたわけですが,言語仕様の改訂を繰り返 しつ

つ最終段階にあった言語に対 して, まだ残る不統

一な部分,設計原則からの逸脱をいたずらっ子の

ようにつぎつぎと指摘されていたのが印象的で し

た。 しかし, それにも増 して心に残ったのは,休

憩の合い間に,食堂のホールにぁったグランドピ

アノに向って,チ ャイコフスキーのピアノ協奏曲

の冒頭の部分やショパ ンの小品を恥 しそうに弾か

れていた光景です。

米田先生といえば,す ぐ頭に浮ぶのは,「米田

の補題」です。私自身,数学をあまり知 らないの
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で, この米田先生のお仕事を深 く味わうことがで

きず,常々御一緒させていただきながら,大変残

念で申し訳けないことだと存じて居ります。近年 ,

プログラミング言語研究の基礎的部分で, カテゴ

リー理論を用いて理論を展開することが盛んに行

なわれるようになりましたが,米田先生を信奉す

るこの分野の内外の研究者の多さに常に敬服する

ばかりです。中でも印象深いのは,1978年の夏
,

京都で開催された計算機科学の国際シンポジウム

での出来事です。 シンポジウムの途中で,参加者

各自が自己紹介をする機会があり,米田先生が“

“lⅦ y nameis Yoneda.Once l was a catego五 st."

と言われた途端,招待参加者の 1人 」oscph Gc

gtlen(現 Oxford大学計算機科学科教授)が
,

“Oh,¶ηt Yoneda"と 叫んで,一瞬床に片膝をつ

いて,手を合せたのです。

「米田の補題」は先生がプリンストンの高等研

究所におられた時代のお仕事とうかがって居りま

す。そのお仕事の結果について,パ リを発とうと

している So Mac Laue教 授に,北駅のベ ンチで

の短い面接時間に話され,それによって同教授の

教科書に Yoneda's Lemmaと して登場 したそう

です。プリンストンから戻 られた米田先生は,弥

永昌吉先生に,「君は, これから計算機をやって

はどうか」を示唆され,以後, 日本の計算機科学

の研究者に深い影響を与えてこられました。米田

先生に接 していつも感 じるのは,具体的なものの

世界に登場する種々のメカニズムに大変巾広い興

味と,鋭い直観を備えていらっしゃる点です。弥

永先生が米田先生のこの資質のより深い部分を見

い出され, 日本の計算科科学を指導するように勧

められたのではないかと,浅見ながら推察致 して

居ります。それにしても,カ テゴリー理論のよう

な極度に抽象的な世界で大きな仕事をされた先生

の御資質と,先生のもう一方の御資質は, いかに

結びついているのでありましょうか?

さて,米田先生はこの 3月 に御還歴を迎えられ

退官されるわけです。教室内の談話会や研究発表

での,米田先生の明晰にして深い洞察のこもった

質問やコメントを, これからは身近に拝聴できな

くなるのは,私のみならず教室全体の大きな傷手

です。 このような愚痴をいっていては,米田先生

にお叱 りを受けそうですが……。

理 学 部 の 良 さ
――若 い研究者 と学生 の皆 さんヘーー

40年 も理学部に居て,いまさらながら理学部の

良さがつくづ く判って来ました。それを皆さんに

お伝えしたいと思います。

それは,数学,情報科学,物理学,天文学,地
球物理学,化学,生物化学,動物学,植物学,人
類学,地質学,鉱物学,地理学と,教室名に代表

される自然科学の全分野を覆う自由闊達な頭脳集

団であるということです。そこでは, ひとつのも

のを掘 り下げていって本質を見抜 く見識,科学・

和 田 昭 允 (物理学教室)

技術全体を見渡す広い視野,学問の長期的発展を

見通せる先見性,一見異なる分野間の背後にある

重要な関連性を感じ取る思考の柔軟性,正 しいと

信 じたことを正面切って言うことが出来る自由な

雰囲気など,真理探求の必要条件が混然一体とな

って, 自然の解明と新 しいものへの創造的追求が

行われているからです。

自分のことを言って恐縮ですが, ひとつの例と

して,その発足から現在までの発展を私が生々し
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く体験 して来た生物物理をとって見ます。「それ

は本教室 (あ るいは研究室)でするべきことでな

いからしてはいけないJと いうようなことを言わ

れていたら, この新 しい学問は決 して育たなかっ

たで しょう。私の化学教室での恩師の森野先生
,

物理教室での先生である小谷先生は,私の我がま

まと,今から考えれば冷汗の出るような生意気な

言動を随分と許 して下さいました。また,物理教

室は驚 くべき寛大さをもって, この新 しい境界領

域を育てて下さいました。 これを監督がルーズだ

などと間違えないで下さい。私が,東大やハーバ

ー ド,MIT等の一流大学での研究生活を経験 し
,

また上記の先生方や朝永,湯川,Debye,Kendrew

先生など自然科学の巨人と接する機会があって判

ったことは,物事の本質を見ることのできるす ぐ

れた本物の科学者は, 自然科学を一体として見て

おられるということです。そして研究者は好寄心

のおもむ くままに,その新 しい局面に果敢に挑戦

して行 くものだということをよく知っておられた

ということです。 しかし,各教室にはそれぞれの

歴史と研究の大きな流れがあるのですから一応の

秩序を守ることも大切です。要は,理学の研究と

は,すでに築かれた基盤の上に立ちながらも広い

視野をもって,新 しい局面に果敢に挑戦 していか

なければならず,そ こに頭のはたらかせがいがあ

るということでしょう。

これは,理学部のような広域の学問を行える研

究機関によってはじめて育つことの出来る精神で

す。森野先生,小谷先生はじめ,理学部の多 くの

先生方は,教室や研究室の目先の業績を犠牲にし

てまで,若造の暗中模索を許 して下さったと思い

ます。私のような鈍い人間には,それがやっと今

になって痛い程に判ります。理学部の永年の伝統

が, このような自由な学問の雰囲気を培かって来

たのです。今後,当理学部をはじめとするわが国

の理学研究者群が,先進国の中でもトップに立つ

知的集団の一員として世界中から尊敬されて生き

つづけるためには,われわれが寄って立つこの基

盤を忘れてはならないと思います。

最近,世の中でよくいわれているような日本人

に独創性があるかないかなどという結果を云々す

る前に, もっと基本に立って考えることが必要で

す。それは科学者の探求的精神が育つ土壌はいか

にあるべきかということを考え,整備することで

す。理学部こそがそのような自由で広い学問のプ

レーグラウンドなのです。皆さんの前には自然探

求・ 原理発掘の無限の可能性を持った広い研究の

沃野が広がっています。勇気をもって果敢にそし

て野心的に未知のものに挑戦して下さい。

和 田昭允 先 生 の御 退 官 に際 して

早いものでまだお若いと思っていた和田先生を

停年で東京大学からお送 りする時期となってしま

いました。学問的にもまた学部長としてもその仕

事の最中に退官されるのはたいへんに残念なこと

であります。 もっとも,先生にしてみれば,学部

長の激職を早く離れて新 しい活動のための新天地

に移るのは早い方がよいと言われるかもしれませ

堀 田 凱 樹 (物理学教室)

ん力ち

和田先生は物理学教室における生物物理のリー

ダーとして,ま た日本生物物理学会の中心として

その発展に大いに貢献されました。その名の示す

ように生物物理学は学際的な学問で,その草創期

から物理学者 (く ずれ)と 化学者 (く ずれ)と 生

理学者 (く ずれ)と が重要な貢献をしてきました。
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しかしその成功には生物的に意味のある現象を的

確にえぐりだす独特な感性が必要とされ, また生

体高分子の理解には物理化学のセンスも必須です。

先生は本学化学科出身で,有機分子の化学的な研

究から生体高分子の研究にすすまれました。 した

がってその研究スタイルは物理化学的で, アルフ

ァヘリックスの双極子的性質の解析,核酸・蛋白

質の精密な物理化学的計測法の確立, さらにはそ

れの延長線上にある生物のゲノム解析のための計

測機器へと研究の巾をひろげて来 られました。

先生のお仕事を拝見していて感心させられるこ

とがいくつもあります。その第一は実験を多次元

的かつ精密に行うことです。DNAや蛋 自分子の

構造変化を,光学・ 熱学・ 酵素学的方法などを組

合せて同時計測 し総合的に解釈する研究は, 巨大

な生体高分子の各部分の構造変化を分離 してみる

ことを可能にしてわれわれを驚かせました。 この

研究のためには計測装置を自作 し,そのデータ処

理にも通 じている必要があります。先生の物理化

学の素養と,物理学教室という地の利人の利とが

むすびついた成果といえましょう。第二の点は
,

こうして得 られたデータを生物的に重要な意味づ

けをされていく点です。生物は「偶然と必然」の

弁証法の結果として進化 してきているので,物理

的データを意味づけすることは必ずしも容易では

ありません。 しかし,微分融解曲線から得 られた

DNAの局所的な GC含 量の不均一性は,遺伝子

のイントロンとエキソン, あるいは制御領域等の

微細地図と対応する重要な意味づけが得 られまし

た。また異なった温度に適応 した生物が同じ蛋白

を作 りながら, その遺伝子 DNAの「融点」を環

境にあわせて変化させる仕組などの発見もされま

した。生物が一見偶然に支配されていても,いか

に物理法則に制約されているかを示された点が重

要と思います。 これらの多くの御研究により, 日

本化学会進歩賞・ 松永賞・ 島津賞など多 くの受賞

をされたことは皆様よく御存知の通 りであります。

先生は学内ばかりでなく,文部省・ 科学技術庁

0日 本学術振興会などにおける日本の科学政策の

面でも大いに貢献をされました。また最後の 1年

間は理学部長として,理学部の発展にもつくされ

ました。御本人は「おれにはむいていない」とい

っておられますが, はたから見るとなかなかの名

理学部長ぶ りでした。 これは先生が政治的手腕が

あるということではありません。先生のお家柄か

らそのように思われがちですが, むしろ和田先生

はわれわれがはらはらするような失言も決して少

なくない非政治的な方です。そして同僚や仲間に

対 してもフェアな態度で接 しられるというのが私

が常日頃から感 じていることです。 これが現在の

理学部の運営にも生かされています。ただ 大変

にお忙 しそうで「上野や御徒町まで歩いて昼食に

いくと何キロも痩せられますよ」と皮肉たっぷり

に私に忠告して下さった健康法も実行できないの

ではと心配です。

御退官後は研究にあるいは科学行政にと大いに

ご活躍いただきたいと思います。 とくに東京大学

理学部および生物物理学の発展のために,研究環

境の充実,研究体制の改善,省庁間に分断された

科学政策の統一に先生のお力をお借 りできればと

思います。停年だからといって悠々自適 しような

どとは間違ってもお考えにならずに頑張っていた

だきたいものです。
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土
日年12

1977年 11月 に阪大から赴任 したのはついこの前

のことのようでもあるし, また遠い遠い昔のこと

のようでもある。 11月 1日 京都駅を早朝発って富

士川の鉄橋を渡って富士の自嶺に接 し得たときは
,

これからの12年余の予想される東大生活には幸先

よいスター トのように思えた。 さて理学部二号館

につき,佐伯敏郎教室主任にお会いし, 田丸謙二

学部長にも一号館に行って着任の挨拶をした。植

物生理学研究室に行き, ちゃんとした教授室があ

るかと思ったら,丁度二号館は改築の最中で,私
の部屋は現在の生物学科共通図書室を入って直ぐ

右側に相当するところにあった一単位の何 も入っ

ていない空の部屋であった。当時助手であった坂

野勝啓さんをはじめ,大学院生の諸君が,急いで

廊下から机,椅子などを運び込んで くれて,一応

居室の体をなした。その頃隣の分類の部屋には
,

原寛名誉教授もよく来 られ,先生のお元気な声と

黒沢幸子さんの笑い声がよく聞こえてきた。

当時の教授会は田丸謙二学部長の発案で,教授

会前30分 ほど誰かが研究上の話題提供をすること

になっていた。私は佐伯主任から依頼されて,「 シ

ャジクモの原形質流動」について,12月 の教授会

で映画をみせながら話をした。 これを引き受けた

ときは,新任の教授はみんな自己紹介を兼ねて講

演をするものと思い,やや義務的に引き受けたの

だが, その後そんなことはない。聞 くところによ

ると,皆さんの集まりも余りよくないので, いつ

の間にか立ち消えとなったようである。

1978年 の 4月 から,私は改築の責任者ともいう

べき二号館建物委員会委員長にされてしまい,坂

野勝啓,井上康則両氏に助けられながら,施設部

との折衝や,各教室間の調整など,慣れない身で

大役を何とかこなすことができた。改築中は一号

田 沢   仁 (植物学教室)

館の 4階の数学棟に室を借りて,狭いながらも
,

当時助手の新免輝男氏と阪大か ら博士コースに入

学 した河村岡1太君と 3人で実験を続けることがで

きたのは幸いであった。よく屋上に上り上野の森

を眺めたのも懐かしい思い出である。 2号館 と 1

号館の間を頻繁に行き来するため自転車の必要が

生 じ,著荷谷の自転車屋で中古を一台購入した。

この赤色の自転車には随分とお世話になり,評議

員であったこの一年間は,再び一号館へ行 く用事

が増え,最後の御奉公をしてもらっている。

私のように昭和24年に新設された伝統の少ない

阪大の生物学科か ら, 100年の伝統をもつ老舗の

植物学教室にきたものには,最初戸惑ったり,驚

くことも多かった。たとえばパートでお手伝いに

きている人たちを出入許可と呼んでいたが,私に

は何か御用聞きのようでおかしかった。現在では

補佐員という名前になっている。それから教授会

が理学部も教室も講師以上で運営されているのに

驚いた。阪大では教授会は教授だけで, そのせい

か講師,助教授の責任は軽 くいわゆる雑用と呼ば

れるものは少なかったように思う。また教室主任

の任期が 1年でなく2年なのもちょっとしんどい

感 じだった。

さてこちらにきて感 じたのはやはり歴史の重み

だった。植物学教室には植物学教室としての歴史

があり,動物学教室とは違う。小石川や日光の植

物園は三崎の臨海実験所とは確かに違う。 しかし

人類学教室も含めて生物学科をつくっていること

だし,特殊性を維持 しつつも,生命の一般性をも

追求するのだから,生物学科としてまとまってい

くことができないものだろうかとひそかに思って

いた。物理学科は膨大な物質科学をかかえている

● 学科としてはあくまで一つでやっている。生
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物学科も本来そうあるべきだろう。生物学を一本

にしようとする気運は,細胞生物学,分子遺伝学

の進歩もあって,気分として個々の研究者にはあ

つたと思 う。それに拍車をかけたのは理学院構想

であった。1988年理学院構想をまとめるため,一
つは基幹理学院小委員会 (委員長 上村洸教授),

広域理学院小委員会 (委員長 田隅三生教授)が
理学院計画委員会の下に設けられた。それより前

に生物学科三教室は合同で三つの講座を概算要求

していた (分子系統進化学,細胞生物学,分子情

報生物学)。

上村委員会は,理学院化にともない学問の流動

性に対応する組織 として,生物科学大専攻,地球

科学大専攻を設けることを切 り札として提案した。

そのための WOrhng GrOupが ,生物科学,地球

科学関連教室の委員から出て,二つ作られた。生

物関係は石川統教授 (動物),黒岩常祥教授 (植

物),遠藤萬里教授 (人類),室伏披教授(生化),

堀田凱樹教授 (生物物理)か らなる生物科学専攻

構想ヮーキンググループがつくられた。 このグル

ープの活動は生物学関連 4教室の連絡を密にした

ように思 う。 また臨時増による教員増 1名が生物

学科に割 り当てられ, その人事を生物学科三教室

合同で行ったことも,理学部内における生物学関

連教室の存在を浮かび上がらせるのに役立った。

現在,生命科学の重味が学問的にも社会的にも大

いに強調されているが,東大理学部もようやくそ

れに応える体制ができてきたように思われ,私と

しても心おきなく退職できる気持でいる。

最後にこの一年間計 らずも評議員に選ばれ,技
官問題検討小委員会 (委員 :岩村 秀,岩槻邦男

,

熊沢峰夫,山本祐靖の各教授)の委員長, それに

理学院計画委員会の中の事務・ 技官組織検討小委

員会 (通称 田沢小委員会,委員 :安楽泰宏,熊
沢峰夫,富永 健,山本祐靖の各教授,吉村宏和

助教授)の委員長を勤めた。技小委の方で何と云

っても忘れられないのは委員総辞職事件である。

技術職員の組織化については前理学部長藤田宏先

名 前委員長小日高先生 らが大変努力され,組合

や技官とも折衝され, 4月 に上申できるような東

京大学理学部技術部組織規程なるものを完成され

た。 ところが他部局の組織化への取り組みが遅れ

ており,理学部は上申を待たされた状態にあった。

本部からの 5月 上申予定の再度見送 られ,最終的

に 6月 1日 をめどに,他部局はだめでも理学部な

ど組織案ができているところか らはじめるという

ことであった。 しかし結局,東職の強い反対,全

学の足並みが揃わないため有馬朗人総長は6月 上

申はしないことに決断された。 6月 16日 の委員会

では委員全員が憤 りと深い失望感を表明され, こ

の際全委員辞任すべきであるとの結論に達した。

私も皆さんの心情に同調 し,委員各位から私宛辞

任を希望する手紙を理由を付して書いていただき
,

それをもとに 6月 21日 付けの文書で委員長の私か

ら上の委員会である企画委員長の久城育夫評議員

に辞任を申し出た。 しかし企画委員会としては
,

理学部の組織規程が否定されたわけでもなく, ま

た辞任を安易に認めるとほかの委員会にも波及す

るおそれがあるという理由で,辞任は結局認め ら

れなかった。

この技小委やもう一つの田沢小委でもそうだっ

たが,委員の方は大変自由にどんどん発言され楽

しい雰囲気のうちに作業が進められた。それに加

えて技小委では,野島博事務長,木村登事務長補

佐,橋本勝員人事掛長が, 田沢小委では野島事務

長,木村事務長補佐,北川嘉一事務長補佐,小谷

昭庶務掛長が委員会のお世話をして下さり,委員

の足らないところを適切に助言 して下さったこと

も大いに有難かった。おかげで曲りなりにも技小

委としては企画委から諮問されていた理学部技術

研修専門委員会内規を答申することができ, また

田沢小委としては理学院に於ける事務機構につい

ての素案を纏め説明会を開 くところまで漕ぎつけ

ることができた。委員ならびに事務官の方々に心

からお礼を申し述べたい。

私のもう一つの役割は理学部の国際交流委員長

であった。理学部には現在 120名 以上もの外国人

学生 (修±26名 ,博±66名,研究生32名)が在籍
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しているのに, これまで留学生の世話をする留学

生担当教官 (平成元年11月 末までは守隆夫講師,

現在高橋孝行講師)が面接などに利用できる部屋

がなかったのである。和田昭允学部長,小林俊一

建物小委員会委員長,野島事務長 らの暖かい理解

と努力により,つ いにこの四月からは一号館一階

会議室横に国際交流室が設けられることになった。

この部屋の英語名については,物理の山本教授か

らInternatiOnal Liaison Officeと いうしゃれた

名前をつけて戴いた。時の和,人の和があったの

だとひそかに思っている。

私のように酒好きの我侭人間を12年間も置いて

下さった理学部特に生物学関連の諸教室の皆様に

心から感謝 して去ります。

田沢仁先生の御退官 によせて

田沢先生は植物膜における輸送現象を主とした

研究を続けてこられたが,それ以外にも植物生理

学の大変広い範囲に深い造詣を持っておられる。

その大きい理由の一つはお若い頃のご経験にある

ように思われる。先生は学生時代を含めて東大に

移 られるまでのほとんどの期間を大阪大学理学部

の神谷宣郎 (現学士院会員)教授の研究室で過ご

され,水やイオンの輸送などに関する研究を続け

られた。神谷研究室の主要テーマであった原形質

流動に関しても素晴 らしい業績を残 しておられる。

その間に西 ドイツに留学され,生物の内生 リズム

の提唱者であるBtinning教 授の研究室および,植

物組織培養からの不定胚形成に関して第一人者で

ある Reinert教授の研究室を経験されている。ま

た, ある時期には名古屋大学理学部の大沢文夫研

究室に内地留学され,奏野節司 (現)教授と真性

粘菌の変形体からのアク トミオシンの単離という

生化学的な研究も経験されておられる。 このよう

に,多分野にわたる研究で培われたご経験は今も

先生の中に生き続けており,セ ミナーや学会など

で しばしばご造詣の深さに驚かされる。東大にお

けるこの十数年間の田沢研究室の研究の方向性を

決定的にしたのは,車軸藻類の細胞を用いた細胞

内灌流法の開発であったと思われる。細胞本来の

機能を損なうことなく細胞内の化学組成を制御で

新 免 輝 男 (植物学教室)

きるこの方法の開発は植物細胞の膜生理学および

原形質流動の研究に画期的な貢献をした。東大の

田沢研究室における研究の多くが,細胞内灌流法

を中心として進んできた。

田沢先生は昭和52年 に東京大学理学部植物学教

室に教授 して赴任された。その頃は理学部二号館

は改修の最中であったが,先生は赴任されて直ぐ

に改修の責任者になられた。赴任直後でよく状況

が解らないこともあり随分苦労されたことと思う

が,無事に役目を果たされた。常に何事にも臆す

ることなく取 り組まれるお姿には本当に脱帽して

しまう。 このようにタフな田沢先生 も一時は吐血

されて好きなお酒もめしあがれないような危機的

な状態があった。第一の原因はご心労であり,酒

がこれを加速 したのではないかと思っている。そ

の危機的状態からの回復も驚 くほど早かった。昭

和64年度で教室主任の任期を終えられることにな

っていたので, ご退官前の一年は少 しゆっくりさ

れて,実験も始められるのではないかと期待 して

いたが,幸か不幸か評議員に選ばれてしまった。

これで弟子達の期待は完全に打ち崩されてしまっ

た。毎日が会議の連続で,教授室でゆっくりと椅

子に座っておられるのはほとんど見たことがない。

相変らずのタフさで多くの問題に取 り組んでおら

れた。特に,技官問題には多 くの時間を費や して

●

0
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おられ,会議や団体との交渉のみならず,お忙 し

い時間をさいて技官の有志との話し合いを続けて

おられた。技官問題の解決は今直ぐという訳には

いきそうにないが, 田沢先生は技官の自立という

ことを心から期待されているようである。

ドイッに留学されたこともあって,先生は大の

親独派であり,西 ドイツとの植物学の交流に努力

しておられる。また, この一月か らは日本植物生

古来,学問の母といわれる地理学を教育・ 研究

する小さな教室で,人生のほぼ半ばを過すことが

できたことは幸せであった。多岐にわたる地理学

の教育を少数のスタッフでカバーするために, 自

分の専攻以外の分野の授業も持たねばならなかっ

た。幸いそのための準備は私にとってむしろ楽 し

いものだった。 この義務がどれほど私の研究に役

立ったか計り知れない。皮肉なことだが 2講座の

小教室であることに先ず感謝 しなければなるまい。

私の本当の先生は馨咳に接 した恩師ではなく地理

学教室であるのかも知れない。

次に,仕事の面で大学院の諸君に感謝 したい。

学生諸君とのお付き合いがどれほど私の視野を広

げ深めて くれたことか。院生の多彩な研究を少数

のスタッフで指導するのは容易なことではない。

私が学生時代に陸水に興味を持ったばかりに, ゴ

カイの分類から湖の生態系の研究に進んだ学生を

指導するはめになった。学生の研究内容を理解 し

適切なア ドバイスを与えるために私も勉強 しなけ

ればならない。 しか し, さすがに私ことごまめは

ゴカイの分類まで勉強する気にはなれなかった。

体長精々 5 cm程度のごまめでは30cmに も及ぶもの

があるというゴカイ様には歯がたたない。ある時
,

お魚の生物地理学的研究がしたいと相談に来た学

理学会の会長として日本の植物生理学のために働

らいておられる。恐 らく,田沢先生はご退官後も

暇になられるということはないと思 うが, ス ト

レス解消用でなく,楽 しみとしての酒をお飲みに

なりながら, これまで忙 しくて諦めておられた実

験を楽 しんでいただきたいと弟子として望むばか

りである。

ご ま め の 歯 ぎ し り

阪  □ 豊 (地理学教室)

生がいた。 うっかりするとこちらが食われてしま

いそうに思われ, まことにお気の毒だったが, ご

まめの力及ばざるところといってお断わりした。

あの学生は今どうしているだろうか。先端化・ 細

分化する大学組織の中で行き場に迷った学生が受

け入れられるようなおおらかな学科が東京大学に

もっとあってもよいと思うのだ力ヽ

次に,異国の土地で野外調査の楽 しさを満喫す

る機会を与えて下さった隣接分野の同僚の方々に

感謝 したい。 ごまめといえども,砂漠の夜の人工

衛星の飛びかう天空の美しさに見とれながら森羅

万象の不可思議に思いをはせることもある。 ごま

めはごまめなりの仕事ができたことを幸せに思う。

昨今の世の中は世智辛 くなり,速効性の見込み

のある分野には金を出すが,いつどのように役立

つかも分らない分野には金が廻ってこない風潮が

ある。 ソ十万円の機器を何程か購入でき, フィー

ル ドに設置できれば,確実に良い成果が得られる

ことが分っていても, ン億円の機器よりも購入し

にくいというのはおかしな話ではあるまいか。

地球環境の変化が問題になっている。 自然環境

の保護に欠かすことのできないのは, 自然環境の

正 しい姿の認識とその変化の実態を総合的に把握

することであろう。そのための教育・研究組織を

13-―
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完備すべきである。そして, その一端はフィール

ドから学ぶことの大切さを体得 し, フィール ドワ

ークを心から楽 しいと思っている自然史的研究を

目ざす研究者 0学生によって担われるべきである。

東京大学の将来計画にこの点が充分に配慮されて

いるだろうか。

近頃, 
｀
学科のスクラップ・ アンド・ ビル ド

″

なる言葉が聞かれるようになった。年を取ってす

っかり寒むがりになったごまめにとって一入つら

い気持にさせ られる一言である。

ごまめは田畑の肥料になったり,豊作や健康を

意とするめでたい食品であるそうだが,は たして

わが教室発展のための肥しになれたかどう力、 甚

だ恒泥たるものがある。

阪 口豊 先 生 を送 る言 葉

私が本郷に進学 してきたのは昭和35年 (1960年 )

4月 のことで したから, もう30年 も昔のことです。

当時の地理学教室は一講座で,多田文男教授,佐

藤久助教授,吉川虎雄助教授,小堀巌講師,岩塚

守公助手,阪口豊助手という方々が教官で した。

阪口先生は最 も若い教官として,濃刺として研究

に取 り組み,学生実習を担当されていたことを
,

つい昨日のことのようによく覚えています。学部

3年生の時に進級論文のフィール ドとしてえらば

れた大磯丘陵から酒匂川平野へ,私達を連れてい

って くれたのも阪□先生でした。それから30年 と

いう歳月が瞬 く間にすぎてしまい,私が進学 して

いた当時の先生方は次々と定年を迎えられて教室

を去 られ,当時最も若かった阪口先生をお送りす

る年になってしまいました。

私が地理学教室に進学 した当時から,阪口先生

は年令が最 も若かったためで しょうか,学問に対

する厳 しさでは並み居る先生方のなかで誰にも敗

けないものを学生に感 じさせておられました。外

国からの新着雑誌には,教室で一番最初に眼を通

されておられました。教室のゼ ミナールで私たち

に質問やコメントをされる時には,正確な知識と

勉強に対する真面目な態度を厳 しく求めておられ

ました。準備が不十分で手抜きをした学生には時

として大声 も出されて,私たちの姿勢を正されま

米 倉 伸 之 (地理学教室)

した。また冬の寒さの厳 しい時も,夜遅 くまで研

究室で外国の厚い書籍を読んでおられた姿などを

よく拝見いたしました。

阪口先生は私達が研究テーマやフィール ドを決

める時や,研究の進め方を模索している時に,あ

あしなさい, こうしなさい, とは決しておっしゃ

いませんでした。「自分でよく考えなさい」の一

言でした。 これは地理学教室のよき伝統でもあり

ますが, 自由に研究できることの大切さと研究の

厳 しさを同時に私たちと教えてくださいました。

私達は阪□先生の毎年のように重要なテーマにつ

いて次々と論文や著書を書かれている姿をみてき

ました。阪口先生が学問を楽しまれている姿をみ

て, 自分たちの不勉強を反省する毎日でした。

阪□先生は博士論文で「北日本における泥炭地

の古地理学的研究」 (英文,1961)を 書かれて以

来,花粉分析を主な研究方法とされて,最終氷期

から後氷期にかけての日本列島の古地理・古植生

・ 古気候の復元を研究の中心に据えてこられ, こ

の分野における第T人者であります。 さらに泥炭

地に秘められた環境変化をいかに絡 くかというこ

とを主題にして, 日本および世界各地の泥炭地の

研究を「泥炭地のの地学―環境の変化を探る―」

(1974,東京大学出版会)と してまとめられまし

た。また尾瀬ケ原は先生の長年にわたる研究の中
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心的なフィール ドで,尾瀬ケ原の共同調査の世話

役 もされ, その研究の成果は「尾瀬ケ原の自然史」

(1989,中公新書)と して最近刊行されました。

さらに北海道は泥炭地の宝庫であると同時に
,

先生の好きなフィール ドでもあり,サ ロベツ原野

の泥炭地の研究だけでなく,北海道の大地形・海

岸段丘・ 地殻変動についての総括的な研究は,北

海道の地形を語る時に忘れることの出来ない重要

な仕事です。大学院生時代の1956年にはイラク・

イラン遺跡調査団に参加され,その後も西アジア

洪積世人類遺跡調査団に同行するなど,合わせて

3回 にわたり西アジア各地を広く歩かれ,乾燥地域

における自然地理と地形発達について研究されま

した。また1968年～69年 にかけては,文部省在外

研究員としてウイーン (オ ーストリア)に滞在さ

れ, その時の研究成果は「ウイーンと東アルプス」

(1973,古今書院)や ヨーロッパ・ アルプスの地

形論文として発表されています。また「日本の自

然」 (1980,岩波書店)や「氷河時代」 (1982,

小林国夫さんとの共著,岩波書店)の編著者でも

あり,地理学界のみならず,周辺の学界でも有数

の博学ぶりです。理学部地理学教室では「自然地

域学」「陸水学」を,人類学教室では「第四紀学 J

を,文学部では「地学概論」を長年にわたり講義

され,その博識と熱弁ぶりは卒業生の語り種にな

っております。

正に研究と教育の両面にわたり,決 して手を抜

かずに全力を注がれてこられました。不勉強な私

ども後輩を尻目に, いつも学問の最前線を走 り続

けてこられました。その姿こそ,研究者として教

育者として,私たちの良きお手本であります。昨

年の初夏には大学院の学生と一緒に尾瀬ケ原に出

掛けられ,残雪の山に登 られるほどの若さです。

これからもお元気で,学問の道を自由に楽 しまれ
,

いつまでも私たちの前を歩き続けて下さるように

お願いして,先生を送る言葉といたします。

実 験 用 ｀
植 物

″

天然物有機化学という講座で仕事をした関係上
,

研究対象として多 くの生物を取扱った。就中,植

物との付合いは長 く,その数は30年で約40種 に達

した。そのうち,市販品として入手できる試料は

普通の薬品を使うような気持で実験することがで

きた。然 し全体としては生きている植物を採集 し

なければならない場合の方が圧倒的に多かった。

枝,葉などが必要な場合には必要量だけ採集す

ればよく,植物体の一部を傷つけるものの, その

生命まで奪ってしまう訳ではないので,余 り罪の

意識を感 じなかった。 ところが化学的に興味があ

る植物の二次代謝産物の多 くのものは根に蓄積さ

れているので, それ らを調べるとなると,当然根

こそぎ引き抜かなければならない。思い返すと随

露 木 孝 彦 (化学教室)

分酷いことをしたものだ。

運よくその研究成果が纏まり,論文として発表

できた場合には,論文の謝辞の中に,採集でお世

話になった方々の名前と共に,植物名と採集場所

0日 時を記載 した。然 し根は地中から掘 り出され

たものの,不幸にして論文にできず, 日の目も見

ないで闇に葬 られてしまった 一 そのような非道

い仕打ちを受けた植物 も沢山ある。研究室を去る

に当り: お世話になった全植物名を以下に記 して
,

後ればせながら感謝の気持を表 し,実験用
｀
植物

″

の魂の安かれと祈るものである。

イ,オ タカ ラコウ,オ ニノヤガラ,カ イタカ ラ

コウ, カク レミノ, カニコウモ リ, ガ ンコウラン
,
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キ鳴 キョウチク トウ, キランソウ, キンセンカ
,

ゴマナ, コルクガシ, サルビア (セ ージ), シォ

ン, シラカバ, シラヤマギク, シンジュ, ジンチ

ョウ鍼 タイミンガサ, ッヮブキ, トゥゲブキ
,

ニガキ, ノコンギク, ノブキ, ハス,ハ リエンジ

ュ, ハ ンカイソウ, ヒョドリバナ, フキ, フジバ

カマ,マ ルバダケブキ,メ タカラコウ,モ ミジガ

サ,ヤ ブレガサ,ヤ マシロギク,ヤ マタバコ, ヨ

ツバ ヒヨドリバナ,リ クチュウヤマタバコ,3協θθα

ブαυαπjCα
,7θ″れじれαJjα arJ“んα.

露 木 孝 彦 助 教 授 を 送 る

露木助教授は,昭和 4年 11月 9日 のお生まれで
,

本年 3月 限りで本学の停年を迎えられます。先生

は昭和29年 3月 本学部化学科を御卒業になり, 引

き続き大学院化学系研究科化学専門課程に進まれ
;

昭和34年理学博士の学位を取得されました。同年

12月 より,教養学部化学教室の助手となられ, 4

年後に講師として理学部化学教室に戻ってこられ
,

昭和43年 に助教授に昇任され,今日まで化学教室

で研究と教育に携わってこられました。 この間昭

和45年から翌年にかけて約 1年間,米国ブランダ

イス大学に Senior Research ttsociateと して出

張されております。

露木先生の御研究は, 島村修先生 (本学名誉教

授)の研究室での学位論文のお仕事
｀
異常マイケ

岩 村   秀 (化学教室)

ル付加反応機構の研究″に始ります。まだ我が国

では殆ど使われていなかった早い時期に,放射性

同位体 14cを含む標識化学物を合成し,反応に用

い,その所在を分析する手法を使い,極めて明確

な結論を得ておられます。勿論,第五福龍丸事件

の余韻覚めゃらぬ頃で,大学のRI総合センター

もRI研究室もなかったころの話です。放射性同

位体使用のマークの付いたRI実験室は,当時な

ぜかゴジラ部屋と呼ばれ, そこに出入りのできる

先生,大学院生はちょっと偉 く見えたものでした。

大学院修了後は,有機反応化学から天然物化学

に漸次研究テーマをシフトされ,教養学部ではカ

メムシの臭気成分の研究を行われましたが, これ

もフェロモンの研究が今日ほど流行し始めるだい

愕
≒

露木先生がお画きになったニガキのスケッチ
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ぶ前のことでした。

理学部に戻って来られてからは,新設の天然物

有機化学講座の高橋武美教授を助け, トリテルベ

ンの骨格転位反応の研究, フリーデリンの光化学

反応を手掛けられ,ニ ガキ科植物の苦味成分の単

離,構造決定と言うライフワータを完成されまし

た。 このお仕事は, ニ`ガキ科植物の苦味成分の

研究
″

という著書となり修学館より出版されてお

ります (155ペ ージ,1989年 12月 )。 拝読 します

と,有機化学の原点である天然物有機化学をこよ

なく愛 しておられたことが分かります。

この本では,表紙のカバーや各章のはじめに色

刷りの見事な植物の絵が載っています。カラー写

真と見紛うほどですが, これは露木先生御自身の

お画きになったものであると伺いました。その道

の専門的スケッチやデッサンをおやりになります。

ヴァイオ リンもたしなまれますが,つ いぞ聞かせ

て頂 く機会を得ませんで した。

理学部および化学教室では, 入試関係の委員等

実務を伴う役日で,私共は大変お世話になりまし

た。 日本化学会では,理事および各誌編集委員と

して御活躍になっております。

4月 1日 付けで埼玉大学教育学部教授にと言う

割愛願いが来ております。新 しい任地での御活躍

御発展をお祈り致 しますとともに,還暦を迎えら

れたことをお忘れなく,何卒御自愛下さい。

春の業卒

l●

この春は,大学を去る側になりました。今まで

送る側にいて羨む思いもありましたので, 自分の

番になってよい気分ですと言いたいところですが

実際は分刻みの多忙の毎日なので余りよい気分で

はな くなりました。 もう少 しの辛抱だと自分に言

い聞かせて最後の追い込みをしておりましたとこ

ろ一週間後までに何かを書 くように言われました。

初めてこの仕事についた時 (紛争 1年前)物理

学教室主任が久保亮五先生で,大学院の専攻主任

が西島和彦先生でいらっしゃいました。主任秘書

も兼ねますので連絡事項も様々なことがあったと

思います。お偉い先生方にどのようにお話 したら

よいかと一応は考え, ものの言い方に注意を払っ

てと思いながらも本当のことだから仕様がないと

ついはっきりと (失言に近い言い方)言ってしま

う私に,両先生はにこにこと別に相手にしないと

いう風でもな くやんわりと的確なお返事をくださ

いました。今考えても冷汗が出るような場面が数

々ありますが,あ のご様子が忘れられません。そ

上 田 秀 子 (物理学教室)

の当時久保研の助手でいらっしゃったお方が現教室

主任の鈴木増雄先生で, ひとめぐりしたなと思い

ます。数えましたら教室主任として 9人,専攻主

任として17人 の先生方で した。特に専攻主任は私

の願いも叶わず一時期を除いて毎年替わられまし

た。

学生さんについてですが,な にしろ学生数が多

いですから同じような注意を繰返えし言わなくて

はならない悩みがあります。まして博士課程の学

生さんにはそれなりの対応をと思 うのですがつい

『世話がやけますね』 ぐらいは言ったりしました。

その方達が教育者,研究者になって再会 した折に

在学当時私から注意を受けたことを懐かしそうに

話されたときのバツの悪さ, そして笑顔で親 しく

挨拶されると人間の大きさは彼達の方が上であっ

たことを思い知 らされるので した。

指導を受ける側の学生さんはいつしか学問以外

のことも受け継いでいて,紳士的態度や話 し方か

ら事務的なことの無関心さまでそれはいろいろで
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すが師の影響は大きいことがわかります。影響力

と言えば私も科学者集団それもトップクラスとそ

れに続 く人々の中で仕事をさせていただいたので

すから私なりに刺激と影響を受けました。せめて

恥ずかしくない程度に自分も成長 しなければと思

っていたのですが, どうも素材の悪さゆえ志 しだ

けに終わりました。

以上反省の弁で感謝の言葉に代えさせていただ

きます。

皆様いろいろお世話になりました。心から御礼

申し上げます。

上田秀子さんは,東京女子高等師範学校 (現お

茶の水女子大学)理科(数学選修)を卒業された後 ,

母校の千葉県立安房第二高等学校の教諭を約 6年

間されていたこともあり,教育経験 も深 く,そ
の後編集関係の仕事をされていた時期も経て,昭

和42年 9月 1日 より,東大理学部物理教室に現在

まで勤務されました。最初の一年間は,事務補佐

員の身分であったが,当時,物理教室主任であら

れた久保先生のご尽力により,昭和43年 10月 1日

より,文部教官教育職助手の身分になられ,物理

教室の教務,物理専攻教務の一切を担当されまし

た。

特に,大学院関係の仕事は,膨大なものであり
,

院生数約 280名 ,教官数約 130名部局数12,助手

約 105名 に関する事務量は想像に余りあります。

学生の成績,論文 (修士,博士),教材, その他

もろもろの世話。教官に対 しては,講義,入 試
,

会議,教官人事等の事務。……あげればきりがな

い程です。

これらの仕事をてきぱきとこなしてこられた上

田さんには本当に頭がさがる思いです。 しかも責

任感が強 く,一年間の計画を立てて自発的に仕事

をされてこられたので,歴代の主任が研究も続け

ながら主任業を務められたのではないかと思いま

す。少なくとも私の場合にはその思いが強 く,感

謝の気持でいっぱいです。

上 田 秀 子 さ ん を 送 る

鈴 木 増 雄 (物理学教室)

学生にとっても,上田さんはなくてはならない

もっとも有難い存在だったのではないで しょうか。

卒業間際の学生で単位の足りない者がいないかど

うかと気を配り,あれば一人一人連絡をとったり
,

親身になって学生の面倒をみてこられました。上

田さんのお蔭で卒業できることになった学生は少

な くないで しょう。そうして卒業 していった学生

も今では社会で立派に活躍 している者 も多 く,教

育は厳 しさだけではなく温かい思いやりも必要で

あると痛感 している次第です。 このような教育的

な配慮にも上田さんの高等学校での教諭としての

経験が大いに役立っているものと推察されます。

また会議の資料作りや報告書等の文書作製の手際

の良さは,かつて編集関係の仕事に携わっておら

れた経験が見事に生かされたためかとも思われま

す。 これら長年の功績に対 して,昭和63年 4月 12

日には,東京大学職員として表彰されました。 こ

のように22年以上もの長い問,物理教室および物

理専攻のために骨身を惜 しまず尽 して頂き本当に

ありがとうございました。教室を代表して心より

お礼申しあげます。

東大を去 られた後もどうか くれぐれも健康に気

をつけて,今後ますますお元気で充実 した新たな

人生を楽 しまれるよう心か らお祈 り申しあげます。
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理学部 を去 る に当 って

r●

大学に残って仕事をする夢が破れて,東大の植

物園なら出来るだろうとの安易な考えから勤め始

めたのが,真夏の盛りの昭和28年 8月 10日 で した。

当時の園長は,植物形態学の小倉謙先生で花井

学を少しか じった程度の私には大き過ぎる存在で

した。

まだ戦後の残 っていた時代で,植物学教室で総

長と呼ばれていた高野さんの御一家など4世帯が

住んでおられました。

当時は園芸部 と呼ばれており, 8名 で他に草刈

りを主とした臨時の人が 4名程で手作業でしたか

ら能率も上がらず草ぼうぼうの時代で,当園の看

板の分類花壇 も形が出来て来たところで,温室も

現在の半分程度で したが,歴代の園長,先生方の

加辺さんは東京農業大学を卒業された後,昭和

29年に奉職されて以来ずっと植物園のために尽 し

てこられました。植物園の戦後史とともに歩んで

こられたことになります。長い間教務職員として

務めてこられましたが,長年の地道な研究活動が

認められて昨年 9月 助手に昇任されました。同じ

職場で働 らく者 として大変嬉 しく思ったものです。

加辺さんはそれはきまじめな方で した。不まじ

めな私が明らかにそれとわかる冗談をいっても
,

いつも本気になさるほどで した。加辺さんは研究

部の植物育成を担当してこられたのですが,大学

院生の研究用植物にまでこころを配 られ,私もい

加辺さんとマツバギク科とワイン

加 辺 章 夫 (植 物 園)

御努力で人も増え,設備等も充実 し現在の様にな

って来ました。

また,研究室は,植物分類系の前川研で,旧制

の大学院生と,新制のマスターコースの方々が一

緒に研究 しておられ,埼玉大の学長の竹内先生が

当時助手を務められて居り,若い我々は色々とお

世話になりました。また,院生の方々か らも刺激

と,分類学の勉強をさせて頂きました。

前園長のお蔭で,岩槻研のスタッフに加えて頂

き,念願の仕事が出来,形になった事は多 くの方

々のお蔭と感謝 しています。

理学部を無事に去るに当り,皆様の御健勝と御

発展をお祈りします。

加 藤 雅 啓 (植 物 園 )

ろいろ御助言をいただきました。加辺さんのまじ

めな性格は業務以外のいろいろな面でもあらわれ

ました。 コンパの時でも, それほどお酒をたしな

むというのではないのですが,遅 くまで一緒につ

きあって下さいました。御自宅のある栃木県まで

いつも最終便かその前の便に飛びのって帰 られま

したが,翌朝はいつも通りに出勤されました。

加辺さんは主として南アフリカの半砂漠にはえ

るマツバギク科を研究 してこられました。 この植

物は乾燥適応の形態を示 し,stone plants(石 こ

ろ草)と 呼ばれるものがあるように愛嬌のある植

物です。御自宅に専用温室をつ くられるほど, こ

-19-



の植物を愛されています。そういえば,加辺さん

のお顔もどことなくその植物に似ている感じがし

ます。最近加辺さんはこの植物の花粉形態の研究

をずっとしてこられました。極度に近視の加辺さ

んには酷とも思えるような細かい電顕 レベルのお

仕事をされました。 しかし加辺さんはそれをむし

ろ楽しんでおられるようでした。育成業務の傍ら

この研究を続けられたのですが, さぞかしいろい

ろ御苦労があったことでしょう。

マツバギク科植物がとりもつ縁だと思いますが
,

加辺さんは南アフリカ産のワインを定期的に購入

されています。コンパの時などはいつもそれを差

終戦後,身体をこわして遊んでいた処,知人に

誘われ,西千葉に所在 した第二工学部に就職,生
産技術研究所,経理部,環境安全センター,附属

図書館,理学部附属植物園と東京大学の構成員と

して44年過ごしてしまいました。

顧みますと,種々思い出もありますが,秋田県

道川海岸における観測用ロケット飛翔実験に出張

した時のこと,当時は,実験主任を始め,多 くの

研究者・技術者 (ロ ケット班,計測班等)は秋田

市内に宿泊 し,少数の総務担当が現地泊で した。

ロケットが雲の彼方に消え,実験が終了すると

研究者等は,持参 した観測器具をコンテナーなど

に収納 し,帰京の準備に取 りかかるが,総務班の

業務は,数十名のアルバイ ト学生・地元青年団員

等に「賃金」を支払わなけれは 帰る事が許され

ず,実験班員が傭上げたバス等で,夕刻,秋田市

内へ出発 したあと, 出勤表を点検 し,徹夜で給与

計算,翌日,眠い目を擦 りながら秋田市内の銀行

で現金化,午後には実験補助者に支払う, と云う

現在の様な給与の回座振込制度の無い時代であっ

し入れて卓上を賑 して下さいました。時々冷蔵庫

の中に置いておかれるのですが, よく一寸失敬 し

たものです。きっとわかっておられたと思 うので

すが,慈悲深い加辺さんは決 して怒るようなこと

はされず, しばらくしてまた 1瓶黙って補充され

るのでした。

加辺さん, この 3月 に退職されるわけですが
,

長い間御苦労様で した。 しか し, 4月 以後 もしば

らくは御研究の整理のために植物園に顔を出され

るとのこと,本当のお別れはその後ということに

なります。

定 年 退 職 に 際 し て

小 川   博 (植 物 園)

た為,大変苦労 した。

鹿児島県内之浦での飛翔実験初期の頃も, この

様な賃金支給形態が続いた。

学内共同教育研究施設である,環境安全センタ

ーに勤務中は,稲本直樹先生,奈良坂紘一先生お

よび中田賢次さんに種々ご指導いただいた。特に
,

中田技官には実験廃棄物の管理,廃蛍光灯等・ 含

水銀廃棄物回収の取まとめなど,学部内の環境保

全,総てに亘 ってご協力を頂きました。センター

000Bと して, この誌上をお借 りして改めてお

礼申しあげます。

附属図書館での 4年次に亘る館内改修に際 して

は,床・壁・ 天丼・外壁等,改修が総てにわたっ

たため,施工業者の工程表に基づき,工事個所が

管理部門であれは 業務に支障の無い様に,机・

ロッカーの移動・ 内線電話の移設など, また,閲

覧室等共用部分であれば,臨時閲覧場所の設定
,

閲覧机・ 書架・蔵書の移動等,その都度,担当課

長 (総務・整理・ 閲覧)などと協議 し,閲覧サー

ビスに支障の無い様に努め,改修個所によっては
,
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3カ 月程閉室する事もあったが,幸に利用者から

は,埃・ 騒音・ 閲覧席の狭随等に関しての苦情は

少なかった。

利用者に対する,掲示などによる事前の周知徹

底も一因だが,施設部担当者の工期短縮など,利

用者サービスにご理解いただいた結果が大いに作

用したと,感謝 している。

最後になりましたが,附属植物園は 2年間とい

う短い期間で したが,16ヘ クタール余という敷地

を有 し,都心には珍らしい静かな環境の中で,毎

日緑を眺めて勤務することが出来たのは,大変な

仕合わせで した。

ただ,残念なことには,植物の育成・管理に当

る技官が定年などにより,年々減っており,樹木

の剪定・ 下草刈など園内の手入れも充分とは言え

ないのが現状です。

また,大温室も昭和39年 に改築 してから25年を

経過 し,鉄骨も部分的に腐蝕が目立ち,硝子は劣

化 しており,風の強い日には一部落下 し,破片が

周囲に飛散 した事もあり,入園者に被害を及ぼさ

なかったから良かったが,部分的に補修をして何

とか維持 しています。

園内整備については,理学部 0経理部・ 施設部

の関係の方々のご理解を頂いておりますが,従来

にも増 してご援助を賜ります様,去 り行 く者か ら

改めてお願い申しあげます。

残す処, 2カ 月で東京大学ともお号1れするので

すが,振り返って見ますと,只,馬齢を重ねただ

けで,今日あるは, それぞれの部局でお世話にな

った多くの先輩・ 同僚の方々の暖かいご指導・ ご

支援の賜と,心から御礼申しあげます。

最後に,理学部・ 植物園の皆様のご健勝と一層

のご発展をお祈り申しあげます。

小 川 博 さ ん を 送 る

植物園事務主任の小川博さんが定年退官される。

図書館か ら転 じて来 られて 2年, はじめから分か

っていたことではあるものの,終ってみればアッ

という間のことだったような気 もする。

植物園の主任をやって下さる方は,本部に居ら

れたことがあって何かの形で植物園のことに関与

されたことがあるようである。 しかし,実際主任

として着任されると,事前に話を聞いておられて

も,当惑されることばかりのようである。恵まれ

た場所にあり,世の中にも知 られた一般公開の施

設であるというのに,研究教育や系統保存などの

事業には積極的で成果は上がっているとはいうも

のの,社会教育に関わる部分は,小石川植物園後

援会のような事務主任の権限外の団体の援助に頼

るだけという状況である。一方また,国内外の来

岩 槻 邦 男 (植 物 園)

客も多く, その度に主任が対応を求められること

になる。

小川さんも,学内のいろいろな部局に在任され

たあとで植物園に着任されたのであるが,東京大

学で最後の職場としては,予想外に多様な仕事の

内容に吃驚されたことだろう。 しかし,私共の前

では愚痴めぃたことは何も仰言らずに,む しろ楽

し気に一つ一つの難問を解決していって下さった。

危険な個所ができたら, その度ごとに営繕の費用

も獲得して来て下さり,おかげで,入 園者に事故

が生 じることはなかった。

ノlЧ IIさ んと一緒に仕事をさせていただいている

と,何となく平静心を与えられてしまう。私など
,

欲張りなせいか,焦 らいらすることが始終である

が,小川さんと話しているうちに,何となく納得
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して,やれる範囲でできるだけのことをしてみよ

うという気になってしまう。それでいて,小川さ

んはいろんな問題を片付けて下さる, という次第

である。アッという間と形容 した 2年間に,懸案

となっていた幾つかの難問を,小川さんは片付け

て下さった。それでいて,何でもなかったような

表情で,定年の日を迎えようとしておられる。

勤務を離れての小川さんはまた人間味豊かな方

である。酒を愛 し,飲むほどに愉快に話が弾んで

くる。また, たまたま帰り途で一緒になった時な

ど,御家族のことなど話される度に,温かい御家

庭のことがわかり,良い親父さんの雰囲気が伝わ

ってくる。植物園の 2年の間には,人のやりくり

がつかなくて門の業務のために日曜出勤されたこ

とも度々だった。なかには,無理な日もあっただ

ろうと思うが,いつでも `い いですよ,私が出て

来ますから', と引き受けて下さった。

定年といっても,今の日本人としてはまだまだ

若い年令であるし,実際小川さんは健康にも恵ま

れておられる。今後もお元気で御活躍されること

を祈念 し,植物園のために大きな貢献をして下さ

ったことにお礼を申し上げたい。

0,
小 松 崎 久 さ ん を 送 る

地球物理研究施設では,此の度柿岡観測所勤務

の小松崎久技官が定年退職されることになりまし

た。小松崎さんは, 5年間の非常勤職員としての

期間を含めますと昭和40年以来25年間にわたり45

万平方米に及ぶ柿岡観測所の環境保守の任務を担

当されて来ました。その構内は,富士山 (お、じや

まと読みます)と 呼ばれる海抜 152mの丘陵の頂

上から煩の生息する湿地も含む広大な自然環境を

形成 しております。同観測所では,施設研究者に

よる地磁気,大気環境モニター観測や自然電波・

大気光の研究観源1と共に,学内外研究者による重

力・ 地電流測定,機器の検定等が実施されてきま

した。此の間,小松崎さんは建物内の整理を始め
,

宿泊 して観測する人々の便宜を図るお世話も担当

されました。観測所を使用された方々は,研究施

設内外を問わず小松崎さんの温厚朴訥のお人柄に

玉 尾   孜 (地球物理研究施設)

接 し好感を持たれたことでしょう。最近では,施
設研究者が主導する海外多点地上観測の度毎に

,

観測機器の部品整備や梱包等の事前準備も分担さ

れてきました。

定員削減事情の厳 しい状態では更に続けてお仕

事をお願いすることも不可能であり, 4月 以降は

柿岡に出かけても小松崎さんから地元のお話をお

聞きする機会もな くなると思うと残念でなりませ

ん。今になりますと,兎は勿論,豚コレラの流行

以前は野生の猪までが観測所構内に出没 した時期

もあったことを同ったのも懐かしい思い出となり

ます。柿岡の周辺も自然環境破壊が進み始め,当

観測所と隣接の気象庁地磁気観測所が孤塁を守る

感となりつつある現状ですが, これまでのご苦労

に改めて御礼申し上げると共に今後も時々はお立

ち寄り頂けることを期待 しております。
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西島和彦先生が日本学士院会員に選ばれたことを祝して

理学部名誉教授の西島和彦先生がこの度, 日本

学士院会員に選ばれました。素粒子理論の分野で

は,湯川,朝永両博士以来久方ぶりのことで理学

部にとっても大変喜ばしく心からお祝い中上げま

す。

西島先生は昭和23年東京大学理学部物理学科を

御卒業になり,そ の後,大阪市立大学助教授,米国

イリノイ大学教授を経て,昭和41年,本学理学部

物理学教室の教授に就任され,理学部長,総長特

別補佐なども務められ,昭和61年 4月 か らは京都

大学基礎物理学研究所所長として専念されました。

先生は素粒子論,場の理論の分野で先駆的i独

創的な御研究を数多 く行なってこられましたが
,

中でもストレンジネスの導入のお仕事は特に有名

です。1947年 に宇宙線の実験でV字形の飛跡をも

つV粒子が見つけられ1953年 にはブルックヘブン

の新 しい加速器コスモ トロンでも確認されました。

このV粒子は, きわめて短い時間につくられ,い

ったん出来てしまうと平均寿命が大変長いという

奇妙な性質をもっていました。 これらを説明する

ために中野博士の協力を得て,全ての素粒子は電

荷とバイォリン数の他にもう一つの新 しい量子数

(同氏はηチャージと名付け,独立に仕事をした

Gell― Mamは ス トレンジネスと名付けた)を も

猪 木 慶 治 (物理学教室 )

っていてその和が強い相互作用や電磁相互作用で

は保存されるという考えを提唱されました。 これ

は現在では西島― Gell― M ann ruleと 呼ばれてい

て,続々と発見された数多くの素粒子の分類に大

きな役目を果たしたのみでなく SU(3)対称性
,

クオーク模型への発展の基礎をつくられ,学士院

賞をはじめ多 くの賞を受けられております。また

Lee― Yangに よってパ リティ非保存が発見された

頃,Konopinski_M ahmoudに よるものとLee―

Yangによるものとの二種類のレプ トン数保存則が

知られていて, どちらが正しいのかが問題となっ

ていましたが先生は両方とも正 しいとするとどう

いう結果になるか調べ られ,二種類のニュー トリ

ノが存在するという仮定のもとに,電子族数の保

存則とμ中間子族数の保存則という二世代に関す

る別々の保存則に書き換えられることを導かれま

した。また先生は,場の理論に特有な発散がでて

こないような理論形式を分散理論をつかって定式

化するという大きな試みを20年以上にわたって精

力的に続けられました。またクオークの閉 じ込め

が起 こるための条件を決定 し, この条件が満たさ

れるかどうか現在なお熱意をもやしておられます。

京都に移 られてからは京都大学基礎物理学研究

所と広島大学理論物理学研究所の合併という難事

業を見事にぉ果たしになり平成二年度予算成立の

日から新研究所発足の運びとなっております。

先生がこれからも健康に留意され,一層ご活躍

なさることをお祈り致 します。
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理学部研究 ニュース

謬 日本植物学会奨励賞受賞

附属植物園の邑田仁助手の「テンナンショウ属

(サ トイモ科)の分類学的研究」に対 して, 日本

植物学会奨励賞が授与された。 テンナンショウ属

は個体の大きさによって性が可逆的に変化 し,性

転換にともなって形態も変化する。邑田助手は分

類形質の変異を性と関係づけて正確に把握 し,従
来混乱 していた本属の種の分類を整理 した。また

これまで十分な観察が行なわれてこなかった地下

茎の形態等について広範な比較研究を行ない, テ

ンナンショウ属を11節 に分類する新 しい分類系を

提唱 した。 9月 (植物園)

蒻 HH天体の新 しい理論

藤堂 (院生)は内田の指導のもとに星形成領域

の正体不明の天体,HH天体 (地球の数百倍程の質

量で内部に熱源を持たないのに発光しつつ数百km

/秒 という高速度で星から飛び去りつつあるコン

パク トなガス雲)に新 しい解釈を与えた。 これに

よると,HH天体とは,形成中の星からの光学的ジ

ェットが (途中は膨張等により見えていないが)

星の形成過程で東ねられた星間磁場によリガイ ド

され,衝撃波により星間雲を掃き集め, それを加

速, 加熱しているものである。 この磁場に導かれ

たジェットのモデルの証拠として,曲がりくねった

フィラメント状HH天体 (H H12等 )が,新生星

の回転により集積 した磁場の捻れか光学的ジェッ

トの入射による電磁流体不安定によってヘ リカル

形状に変形 したものとして説明出来ることを 3次

元電磁流体シミュレーションと観測との比較によ

り示した。 これは星形成において磁場が重要な役

割を果たしているという内田達の説にもうひとつ

の証拠を与える。 11月 (天文 )

艤高選択触媒の表面構造の解明

当センターにおける種々の分光法や同位体 トレ

―サー法を駆使 した不均一触媒反応機構の研究の

結果,酸化物に担持 したⅧ族金属微粒子の界面に

アルカリ金属イオンを隣接させた表面構造がオレ

フィンのヒドロホルミル化反応の活性や選択性の

向上に非常に有効な事が見い出された。 内藤周

式・ 12月 4日 (分光センター)

艤不規則多電子系の物理

半導体の金属・ 非金属転移は,電子相関と不規

貝1性が絡み合う典型的な現象の一つとして注目さ

れているが,我々は長年,金属・非金属転移直前

の低濃度側 (ア ンダーソン局在領域)において不

規則電子状態への電子間相互作用の効果を取り入

れる一つの理論的方法論を発展させてきた。 この

研究に関 して1985年 1月 に英国オックスフォー ド

大学出版社よりInternational Series of Monogr―

aphs on Physicsの 一巻として出版したい旨の執

筆依頼があり,量子ホール効果に代表される2次

元不規則電子系も含めて,大学院生,研究者向け

の教科書として執筆 してきたが, この程このシリ

ーズの第76冊 目として出版された。なおこのシリ

ーズには M Ott― M assayの 原子衝突理論,Tolman
の宇宙論,Heiuerの 輻射場の理論,Diracの量子

力学,Peierisの団体の量子論,MOtt_Davisの 非

品質物質中の電子過程等のよく知 られた教科書が

ある。 上村洸,青木秀夫,1989年 12月 (中間子
,

物理)

レ原始太陽系星雲の超微粒子と凝集体

アイエンデ炭素質隕石の最小の結晶粒子とその

凝集体を超高分解能電子顕微鏡を用いてサーベイ

し, 5 nmを ピークとする対数正規型の粒径分布

から10nm～ 10umにかけてのべき分布が明らか

にされた。超微粒子はわずかに焼結 した凝集体を

作 り,原始太陽系星雲のDLA型 の凝集体の存在

を示している (Earth Planet.Sci.Lett.,92,265

(1989)) 鳥海光弘 (地質)。

鮨
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CII

拶地球磁気圏内の不安定磁気流体波の研究

地球半径の数倍以遠の地球を取 り囲む磁化プラ

ズマ領域 (外部磁気圏や磁気圏尾と称される)で

は,エ ネルギーが数10 bv程度の高エネルギー粒

子が卓越 し,人工衛星による直接測定で種々の興

味ある粒子フラックスや磁場の変動が観測されて

いる。此の様な高ベータープラズマ領域内で,両

者が反位相を示す反磁性波動の励起機構に関して
,

磁気流体波の結合不安定やバルーニング不安定の

固有値解析と数値モデリングを行い, その結果赤

道面付近に局在化 して発生する反磁性 ドリフト波

が有力候補であることを示した。

Planetary and Space Science,vol.37,567-77,

1989., Planetary and Space Science,vol。 37,

579-88, 1989., 」ournal of Geophysical Rese―

arch, v01。 94, 15, 231--242, 1989.

三浦・ 大谷・ 玉尾 (地物研 )

レ日震学,星震学の王子セミナー

昨年12月 11日 ～14日 ,「振動を使った太陽及び

恒星の内部構造の研究」というテーマで,箱根プ

リンスホテルにおいて王子セ ミナーを開催 した。

王子セ ミナーは日本学術振興会及び藤原科学財団

の後援による国際セミナー。今回の参加者は日本

を含めて16カ 国,国外44名,国内16名 と文字通り

の国際会議となった。 日震学,星震学は太陽や恒

星の固有振動を観測して,太陽及び恒星の内部を

探る研究である。現在,太陽では周期 5分近傍に

何千,何万個の固有振動が観測されており, これ

を使って太陽の内部構造の詳細を調べることが可

能になっている。

4日 間にわたるセミナーでは,総合講演 9件
,

一般講演50件, ポスター発表 6件と活況を呈 し
,

参加者のほとんど全員が各自の発表を行い,お互

いの研究について理解を深めることができた。成

果の今後への期待も大きい。主催者尾崎洋二・柴

橋博資 。1月 5日 (天文)

蒻第 6回 井上学術賞受賞

このたび第 6回井上学術賞を永嶺謙忠教授が授

賞 した。永嶺教授は,高エネルギー研究所の加速

器で得 られるパルス状 ミュオンを用いた ミュオン

科学の研究を世界に先駆けて行い, ミュオン・ ス

ピン緩和及び共鳴,熱エネルギー・ ミュオニウム
,

ミュオン触媒核融合の研究で大きな成果を挙げて

きた。今回の授賞はその業績が高 く評価されたも

のである。 2月 2日 (中間子)

レ非常識な惑星 リング粒子

常識的な推論を立てながら研究を進めることは
,

研究の常套である。 自然が常識の裏をか くことは

しばしばあり,裏をかかれることは研究の醍醐味

である。土星の見事な リングをつくっているもの

は,実 は氷や岩石からなる粒子であるが, これら

の粒子は互いに衝突すると当然非弾性衝突になる。

非弾性衝突をおこすと常識ではランダム速度は減

少する。 しかしこの常識はリング粒子には当ては

まらない: リング粒子は非弾性衝突でランダム速

度を大きくすることができる。勿論,粒子自体に

仕掛けがある訳ではない。 このことは私の研究グ

ループの大学院生大規圭史君が博士論文で明らか

にしたことである。同様な例が他にもある。よく

知られていることだが, お星様は外界にエネルギ

ーを放出すればする程内部の温度が上がる。 中

川義次・ 2月 6日 (地球物理 )

レ第 6回 TRON ProleCt lnternation Symposium

1989年 12月 5日 , 6日 の両日,TRON協会主催

による第 6回 TRON ProieCt lnternational Sym―

posiumが キャピタル東急ホテルにおいて開催さ

れた。今回のシンポジウムには国内外から約 520

名の参加者があり,論文発表,チ ュー トリアル
,

機器の展示などによって,最新のTRON ProieCt

の成果が報告された。 坂村 健 。高田広章 2
月 7日 (情報科学)

0
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勒演算子法の新 しい基礎づけ

前世紀末ヘヴィサイ ドの導入した演算子法は
,

今日も微分方程式の簡便な解法として工学者等に

愛用されている。ヘヴィサイド自身の ｀
証明

″
は

納得 し難いものであったが, その後多くの数学者

の努力によリラプラス変換を用いる最初の正当化

がなされた。 この方法にはデータとなる関数が指

数型の評価を満さなければならないという制約が

あり, これを不満として1950年 ミクシンスキーは

全 く異なる新 しい基礎づけを与えた。 しかし,代

償として演算子の意味は判りにくくなった。最近
)

われわれはラプラス変換の定義を佐藤超関数にま

で拡張することにより, どちらの欠点ももたない

第二の正当化を与えることに成功 した。即ち,勝

手な増大度をもつ関数も,指数型正則関数の境界

値として表わすことはでき, この正則関数を用い

てラプラス変換が自然に定義できる。 この方法は

バナッハ空間の線型作用素を係数とする微分方程

式を解 くにも有用である。 小松彦三郎・ 2月

(数学)

蒻 rasの 活性化因子

真核微生物の酵母にもrasがん遺伝子が存在す

る。サッカロミセス酵母におけるras研究の一端

を植物 。東江教授が本広報21巻 3号に紹介された

が, この酵母と,我々が材料とする分裂酵母は
,

一見類似の微生物でありながら,進化の上では驚

くほど隔っている。rasの機能はサッカロミセス

酵母では綱胞の増殖に必須であり,分裂酵母では

有性生殖の制御に関わっている。我々は最近分裂

酵母で rasを活性化する因子の遺伝子を同定 した

が,見かけ上の rasの生理機能の差異にも拘 らず
,

その産物はサッカロミセス酵母の活性化因子とC

端側 ν3でよく似たタンパク質であった。二つの

酵母に共通な遺伝子は動物細胞にも保存されてい

るのが通例であり, ヒトにおける同一活性化因子

の探索が次の研究目標となっている。 この研究の

詳細は近々 Nature誌 に公表される。 山本正幸

・ 2月 (生化)

蒻メダカの組織適合性

これまで,魚類 MHC(主 要組織適合遺伝子複

合体)についてはほとんど分っていなかったが
,

メダカ近交系を用いた遺伝学的解析から,メ ダカ

の移植片急性拒絶に関わる遺伝子座は比較的少数

であり, そのうち 1つの遺伝子座は特に急速な拒

絶 (RAR)を 支配 しているものと推定された。

次に,近交系特異的な単クローン抗体を作製 した

ところ,抗体の結合性とRARの 出現が連動 した。

また, この抗体の認識する抗原は哺乳類のMHC

クラスⅡ抗原とよく似た分布を示したことから
,

メダカのMHCク ラスⅡ抗原である可能性が高い。

尚,研究の一部は ImmunOgenetics誌 (1989)に

公表 した。 松崎貴・ 嶋昭紘 2月 (動物)

勒 初期宇宙を実験室で作る一高エネルギー重イオ

ン衝突型加速器RHIC

かねて米国ブルックヘブン国立研究所に建設が

計画されていた高エネルギー重イオン衝突型加速

器 RHICが予算化され,1997年 の完成を目指 して

計画が動きだす見通 しとなった。

R HICは24 TeVに加速 したウラン原子核どうし

を正面衝突させる加速器で, ビッグバン直後に近

い高温状態 (核子内のクォークとグルーオンが融

け出してプラズマ状になった状態)を地上で作る

ことを目指 している。

現在, 早野研究室を中心にRHICに参加する日

本チームの組織,及び実験計画の立案が進められ

ている。 早野龍五 (物理)

勒 海水中の希土類元素の迅速精密分析

海水中には一兆分の 1程度の希土類元素が含ま

れている。希土類元素グループに属するこれらの

元素を個別に定量 して得 られる情報は,海洋の中

での物質循環や酸化状態を知る上で重要である。

私の研究室では,ICP質量分析計と有機溶媒によ

る自動抽出法を巧みに組合せて,上記の目的を達

成することに成功した。 しかも, その定量に要す

る海水の量は,僅か 100 mlで ある。この成功の基
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礎には,当研究室で育まれ確立された,表面電離

型質量分析計を用いる安定同位体希釈法による定

量法の長年にわたる経験の蓄積がある。両定量法

は, それぞれに特長があるが,単核種元素も測定

できる点が新 しい方法の強みである。両者の併用

には,今の所,特に問題はないように思われるが
,

更に検討を進めたい。 増田彰正 (化学)

レ 日本海での深海掘削

日本海は典型的な背弧海盆とされているが, そ

の形成,進化の歴史については十分に明らかには

なっていない。国際深海掘削計画の第 127次,128

次航海では, この日本海の起源を探ることを主要

な目的として,1989年 6月 から10月 の期間に, 6

地点で深海掘削を行い, 日本海において初めて音

響基盤に達するまでの岩石が採集された。採集試

料は掘削船 (ジ ョイデスリブルーション号)上で

各種の測定が行なわれたが,特に上部 150m程度

の長さのピス トンコア試料の解析は,最近 100万

年程度の期間の海水面,温度,磁場変動等の環境

変化について,精度が高 く,均一なデータを提供

するものである。また,掘削孔を利用 して, 日本

海下の地震波速度構造,電磁気構造を調べるため

の新 しい地球物理的な実験を行なうことに成功 し

た。 浜野洋三 (地球物理)

レR iester― 南鉱物標本

1920～ 1960年にかけて収集され,殆ど外国産

・ 美晶の 4,423点 に及ぶ鉱物標本で,研究・ 教育

に資する目的で調査・整理,標本 リス トの作成を

一応完了した。 この中には現在では収集のむづか

しい硫塩鉱物がかなり含まれており,調査・整理

と同時にこれら鉱物に特徴的に見られる変調構造

の研究を行なっている。変調のタイプの変化が化

学組成の変動と敏感に関係する場合が多いことは

この種の鉱物の場合にも当てはまり,現在, この

種の鉱物の微小部分化学組成決定上の問題点を解

決すべ く努力している。 小澤 徹 (鉱物)・ 歌

田 実 (資料館)・ 清水正明 (資料館)・ 立川

統 (鉱物)

勒オマーンにてオフィオライ トシンポジウム (1

/7～1/18)開催される

世界最大の海洋底断面 (オ フィオライ ト)が地

表に露出しているオマーンで, 8日 間の野外巡検
,

と4日 間の主にォマーンオフィオライトに関する

シンポジウムが行われた。総延長 500 kmの 上部マ

ントルおよび下部地殻の海洋地殻形成に関わる流

動パターンが明確になりつつあることが最大の話

題であった。小沢は,島弧上部マントルでの大規

模なメル ト分離の実態を紹介 した。 小沢一仁

(地質)

レブータンヒマラヤの植生を規定する気候・地形

(海外学術調査 )

東～南アジアの植生構造を考える上で, ブータ

ンヒマラヤは非常に重要な位置を占めている。今

回 (1989年 9～ 12月 )こ の地域における植生構造

・ 動態を規定 している環境要因を明らかにするた

め,気候 (担当・ 江□)と地形 (担当・ 高田)の

調査を行った。湿った東部 ヒマラヤに属するブー

タンの中流部には,谷底に乾性植生の出現する乾

燥谷が特徴的に分布する。 この乾燥谷の成因とし

ては, ただ単に降水量が少ないだけではなく,冬

季の強風 (谷風)が重要な役割を果たしているこ

とが明らかになった。また,弱変成を受けた堆積

岩類の分布する地域では,層理面すべりを主とす

る地すべ りが卓越 し, これが谷壁斜面の傾斜の違

いを生み出し,植物分布の違いにも影響 している

場合がある準とがわかつたo(千 葉大学大沢雅彦

助教授 (研究代表者)ほか 3名 との共同調査)江

口 卓・ 高田将志 (地理)

「理学部研究ニュース」欄に掲載のそれぞれの

ニュースの詳細については,年次報告等に紹介さ

れておりますので,該当の教室・ 施設 (ニ ュース

末尾の ( )内 )に連絡 して下さい。
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≪ 学部 消息≫

教 授 会 メ モ

元年 12月 20日 (水 )定例教授会          2年 2月 21日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号 室             理学部化学本館 5階講堂

議題 (D 前回議事録承認               議題 に)前回議事録承認

12)人事異動等報告                  (21 人事異動等報告

0 奨学寄附金の受入れについて            (3)奨 学寄附金の受入れについて

ほ)平成 2年度内地研究員の受入れについて       14)学 部学生の転学部 (転入 0転出)について

15)人事委員会幸田告                  o 平成 2年度公立大学研修員の受入れについ

G)教務委員会報告                   て

(7)東京大学理学部規則「別表」の一部改正に      16)人 事委員会報告

ついて                       17)教 務委員会報告

18)企画委員会報告                  格)会計委員会報告

191 理学院計画委員会報告               (9 企画委員会報告

aO その他                      lo 理学院計画委員会報告

〔〕 評議員の選出について

2年 1月 17日 (水 )定例教授会             Ca 臨海実験所長の選出について

理学部化学本館 5階講堂                lo分 光化学センター長の選出について

議題 (D 前回議事録承認                  lo 地殻化学実験施設長の選出について

12)人事異動等報告                  t, 企画委員会委員の選出について

G)奨学寄附金の受入れについて            はo 人事委員会及び会計委員会委員の半数改選

(4)人事委員会報告                   について

D 企画委員会報告                  uつ  その他

(61 理学院計画委員会報告

17)理学部長候補者の選出について

18)そ の他

人 事 異 動 報 告

所 属    官 職    氏   名   発令年月日  異動内容    備        考

(講師以上 )

数   学  教   授  伊 原 康 隆  元。 12 1  配 置 換  京都大教授へ

″   ″  伊 原 康 隆  ″  併 任 平.2.3.31ま で

動   物  助 教 授  守   隆 夫    ″    昇  任  講師より

生 物 化 学  講   師  高 橋 孝 行    〃      〃   助手より
(留学生担当教官)

化  学 助 教 授 濱 口 宏 夫 元.1231辞 職

地  質  ″  松 本  良 2.116昇 任 講自雨より

物   理  講   師  清 水 清 孝  2.2 1    ″    助手より
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所 属    官 職    氏   名   発令年月日  異動内容    備         考

(助 手 )

植   物  助   手  津 田 雅 孝  元.12. 1  昇  任  山口大講師ヘ

化   学    ″    日 高   洋    〃    転  任  熊本大助手より

中 間 子  ″  門 野 良 典 元.12.14 復 職

地 球 物理    ″    栗 田  敬  元.12.16  昇  任  筑波大助教授ヘ

中 間 子  〃  門 野 良 典 元.12.31 辞 職

人   類    〃    石 田 貴 文  2.1.1  転  任  京都大助手より

(職 員 )

化  学 用 務 員 岡 本  賓 元.12.31辞 職

分  光 事 務 官 津 代 章 子  2.2.1 採 用

地  質 技  官 酒 井  隆  〃   〃

外 国 人 客 員 研 究 員 報 告

所 属   受入れ教官   国 籍    氏     名   現     職  研究員期間  備考

物 理 学 科 小林助教授 中 華 人民 CHENGず
酵 髪」 藉雲繊霜麟先堺樋 夕 よ」

～
共 和 国   成

研究員

″    大塚助教授    ″    CHEN,Xiao Lin 北京大学講師    2 2.1～
陣   暁 林 2 331

″    ″    〃   LttDa H契
海  

ヒ京大学研究員  221～
2.331

数 学 科  俣野助教授  ドイツ連邦  AMAUN,Herbert チューリッヒ大学正 2.2 2～
共 和 国 教授        2 413

物 理 学 科  小林助教授  ア メ リ カ  HAlょE,Sco悦
  再英季島裏義

ツツエ
 &夕 ::～合 衆 国  Dav

″    大塚助教授
  呉

イ
る

連
奮  l暑:HMANN,   

チュービンゲン・ 工 2.3 1～
)ns」 ohann   バーハート・ カール 3 1 10

ズ大学助手

地 球 物 理  國分 教授  日  本   渡 辺 富 也  ブリティシュ・ コロ 2.314～
研 究 施設                        ンビア大学教授   21231

地 学‐科  島崎 教授  マダガスカル RAKOTONDRAT_マ ダガスカル大学講 2.4 1～
SIMA,Charles  師 2  9 30

理 学 博 士 の 学 位 取 得 者

〔平成元年 ‖月27日 付 (3名 )〕

情 報科学  建 石 由 佳  文章の表面情報による日本文の評価

物 理 学  太 田   洋  光誘起吸収によるアモルファスシリコンおよびアモルファスシリコン系超格子

の研究

論文博 士  柳 澤 道 夫  伸縮計および歪ゲージによる地殻の研究 一 多測定点石英管伸縮計と歪ゲージ

歪計の開発および鋸山地殻変動観測所における観測 一
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植 物 苧

論文 博士

論文博士

由 典  浩

平 弩 丈 未

凝 瀬 工 表

〔調成元年1崩 13日付 (3名)]
カラマツとシラベα比較生理生醸学的研究|
‐ 刷翻摯ける1抑師数溝轟その観磨一

坤養下におけるプット小職ブッキ,ンェ綱胞の旗議位依存産業がシナプ不性イオ
|ン蒟 轍

鐘ラマシ4ゲた調含湧懸C)イヒ学輔

‐仰城:2年 1月 29日付 (T名)〕
ヽ

オ‐百ヨ電子ビ‐去と沿彎げ麹麟封蒻

C02■‐ザ

第一療職蠅朦曙驚馘売期肇洗分子動力戦 に.よ るシ‐,昴多彩研 究

Ⅱ皇贔詣議暮

}'鐵麺 絣 爾 子に業懺ふ鯉 癬 詩 と審 憾 動 す

トリアプニ蟻 べ|り 鷲澳ナ7グ レ・ン0構造と反磨性

高菫元射影多様議の申の雄影

-1つ

いで‐

人工衛曇海聘 よ動 デ‐夕酬 いた局所重枷 精密決定

外  渡

(3月姓 )

‐地孵

物1準 学

1論1文 博 ―
L・

論:文 博 土

論 文博 士

論 1文 博士

論文 壽士

中 綱

大 蔵

常 行

石 橋

名 l‖

簑 藤

福 田

屋|

敷‐

嘉 司

皇

吉 信

哲 哉

洋 ‐

ODl

者航海

所属  官職

末‐文 助 義

民   名

柴 橋 博 資

遼 魏 先

アメリカ合蒙画
オ 71ン ダ
ベ ル ギーー

アメ,ふ栓漏離封

訓 聞

■ i.2
～lal■ 15

量警智監
1欄物劇 助 手  村 上 哲 明

1膨沐吻麒
叢ζ
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11月 20日 ,12月 25日 , 1月 22日 に理学部長と理学部

職員組合 (理職)と の定例の交渉が行なわれた。また,

1月 24日 には,理学部長から理職技術系職員部会に対

して総長室に設けられた「技術職員問題に関する検討

会」における検討結果等について報告が行われた。そ

の主な内容は以下のとおりである。

1 理学院計画について

11月 の交渉で,理職から,理学院計画は事務組織を

はじめとしてまだ内容が不明確な部分が多いが,概算

要求をして実現性があるのかとの質問があった。学部

長は,今回大学院問題懇談会に理学院原案として提出

するもので,いわば,た たき台としてのものであると

答えた。12月 の交渉で理職から,そ のたたき台として

の原案の内容について質問があった。学部長は,第 3

次素案とほぼ同じだが,学生定員などについては,具

体的な数が書き込まれると答えた。

12月 の交渉で理職から,理学院問題で 1, 2月 中に

懇談会を開くよう要請があった。学部長は説明会を開

くつもりであると答えた。 1月 の交渉で,理職から,

学部長は理学院計画をどのような日程で進めているか

について質問があった。学部長は,第 3次素案を修正

した「計画原案」を2月 の教授会に提案し3月 の教授

会で承認を求めるつもりであると答えた。

2.理学院における事務組織について

11月 の交渉で,理職から,理学院計画委員会の事務・

技官組織検討小委員会で各教室,研究施設・センターに

対して実施した教室事務に関するアンケートの結果に

ついて質問があった。田沢委員長は, このアンケート

の結果をお、まえて小委員会で素案を作り, この素案に

ついて各教室主任を通じて各教室・研究施設・センター

事務職員の意見を聴取していきたい,ま た理職にも周

知する旨答えた。12月 の交渉で理職から小委員会での

議論の公開をするよう要請があった。田沢委員長から,

教室事務,秘書,図書業務について再編成を検討して

いることが述べられた。学部長は,制度を問答無用で

変えるようなことはしないと述べた。

1月 の交渉で理職から,現場の事務官がどのような

変化が起こるのか予測できず不安であることを訴えて

いるので,小委員会での検討内容について説明して欲

理学部長 と理職 との交 渉

しい旨要望があった。田沢委員長から,次のような構

想が説明された。理学院事務部に現在の教室事務,秘

書,図書業務を中心とした「学術協力課」 (仮称)を

設け,現在の中央事務と効率よく結ばれる専攻事務掛

等を置く。教室事務の仕事のうち中央事務で処理でき

るものは中央に移し,専攻事務 (現在の教室事務に対

応する)はそこに特有な事務に専念できるようにする。

また,「学術調整室」や「国際協力室」といったスタ

ッフ制的な事務部とは別に,学術研究に関する計画の

立案,推進や国際交流の総合的企画等を扱う部署を設

けるという案も出ている。また,理職から,教室の負

担軽減のためには事務職員の増員が必要である旨要望

があって,学部長は,定員増を含む事務の充実強化は

理学院計画の中で重視していると述べた。

3 理学院における助手および若手研究者について

12月 の交渉で理職から,助手は位置づけとしては,

「教授・助教授の職務を助ける」ものであり「学士」

の有資格とするものとなっているのに対し,実際は研

究活動の主体となっており,大学院生の指導も担当し

ており,博士号をもつ人が多いという,制度と実態と

のくい違いがあることについて指摘があって,理学院計

画の中に実態に即した助手等の制度改善を含めないの

かとの質問があった。学部長は,教官の職名や比率を

変えることは理学院には盛り込まない,全国的な問題

なので動かすのが難しい,理学院化は待遇改善が主目

的ではない, と答えた。

12月 の交渉で,理職からPDF(ポ ストドクトラル

フェロー)について質問があった。学部長は, これは

「武者修行」という性格をもつもので,任期付きとす

ると答えた。また,11月 の交渉で理職からRA(リ サ

ーチアシスタント)・ TA(テ ィーチングアシスタン

ト)について質問があった。学部長は, これらは,本

人への教育効果を重視して考えていると答えた。これ

に対して理職から,継続性のないTAが導入されると

かえって常勤の助手が忙しくなるのではないかという

発言があり,学部長は,そ のようなことはしない, と

述べた。さらに,12月 の交渉で理職からRA・ TAの

選任の方法についてどのように考えているか質問があ

った。学部長は,大学院生全員に自動的にやらせるも

のでもなく,講座あたりに定員を割り振るものでもな
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いと答えた。

4 広域理学院等について

11月 の交渉で理職から,理学院化の原案の中で「広

域理学院」をどうするのかについて質問があった。学

部長は,柏 キャンパスを前提としないで実現可能な

「広域理学専攻」を理学系研究科としてまず発足させ

るつもりである,教官はほとんど併任で実数はお、えな

いが,事務官 。技官の定員増は要求すると答えた。

1月 の交渉で理職から柏キャンパス問題について質

問があった。学部長は,柏に施設を作るならば事務官

・技官の増員が絶対に必要なので,広域理学院と柏キ

ャンパスとは連動 して考えていると答えた。また,柏
キャンパスを要求することを工学部と話し合って本部

に進言 したこと,キ ャンパス問題は他の場所の問題も

からんでおり,特にタイムリミットがあるとは考えて

いないことを述べた。

5 技術職員の組織について

11月 の交渉で,理職から,「技術官」という職名を認

めるかどうかについて質問があった。学部長は,理学

部の技術職員が望むならば認めると答えた。

12月 の交渉で,理職から,総長室に設けられた「技

術職員問題に関する検討会」における検討状況につい

て質問があった。学部長に代わって検討会に出席した

田沢評議員から,理念問題の議論がされ具体的な案は

出されなかった旨回答があった。また,理職から技官

組織をスタッフ制とするよう強い要請があった。学部

長は,本部案についてけん制することよりも,理学部

の案に引き寄せて読み変えることを考える,ス タッフ

制にするとはっきりとは言えないと答えた。

1月 の交渉で,理職から技術官を給与表の 6級まで

含む位置づけにするよう要請があった。また,人事院

がスタッフ制でいけないことはないと言っているとし

て,ス タッフ制にすることを重ねて要請があった。学

部長は,人事院がよいと言うならスタッフ制には検討

の余地があるが,理学部だけ突出することはできない
,

東大全体あるいは文部省全体の整合性も考えなけれ

ばならないと答えた。さらに理職から「技術官」の国

の予算書上の位置づけがどうなるかについて質問があ

った。事務長は,現状通り「技術職員」であると答え

た。

1月 24日 には,理職技系部会から学部長に対し前日

に行なわれた総長室に設けられた技術職員問題検討会

の検討結果にっいて質問があった。学部長は次のよう

に回答した。 4月 1日 組織化実施をめざし,総長補佐

が責任者となって理念構築とタイムテーブルを作成する

ことになった。検討されている組織案は職制に専門職

を加えたものである。そこでは「技術官」という名称

が考慮されている。

6.技術職員の研修等について

11月 の交渉で,理職から,教室所属の技官が一般設

備費を申請するわくを設定してほしい旨要請があった。

学部長は,現制彦のもとでは,一般設備費の要求は各

教室・ 施設から出すようになっているので,教室内の

担当者を通じて出してほしいと答えた。

12月 の交渉で理職から,技官が学会等へ出席するた

めの旅費および手続きに関して改善要望があった。学

部長は,委任経理金で,必要があればその経理責任者

が使ってよいと判断すれば出張できる。また,研修等

による出張については企画委員会を中心に積極的に検

討していると述べた。

1月 の交渉で,理職から企画委員会内の技官の研修

に関する小委員会の検討状況について質問があり,田

沢委員長から説明があった。

7.昇級・ 昇格篭 待遇改善について

11月 の交渉で,理職から,技官の 6級昇格について,

2名 が4月 にさかのぼって認められたことについて,

感謝の意の表明があった。事務長から, この昇格が理

学部からの要望順位どおりでなかったことに関して,

文部省が判断されたと思われる基準についての説明が

あった。

12月 , 1月 の交渉で,理職から,事務官の 4級昇格

の資格該当者を掛主任任用の候補者として上申するよ

う要請があった。事務長は,該当者は全員推薦 してい

ると答えた。また,理職から事務主任ポスト増の要望

があった。事務長は本部に対して強く要望していると

答えた。

12月 の交渉で理職から, 4級の事務主任の 5級昇格

の早い実現に向けて努力するよう要望があった。事務

長は来年もぜひやらなければならない,適任者がいれ

ばどんどん推薦 したいと答えた。

12月 の交渉で理職から,図書職員の,特に定年が近

い人について, 5級昇格の早期実現かた要請があった。

事務長は努力すると答えた。

11月 ,12月 , 1月 の交渉で理職から,懸案の行(二 )
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技能職員の 4級昇格の見通しについて質問があった。

事務長は努力していると答えた。 (そ の後 2月 2日 に
,

4月 1日 にさかのぼって昇格した。)

12月 の交渉で理職から,行 (二)技能職員で定員化

以後約 5年間実質的に事務の仕事をしている人の行

(一)への振替をするよう要請があった。事務長は,

承知しており,努力すると答えた。

8 教務職員の待遇について

12月 の交渉で理職から,教務職員制度の廃止に向けて

取り組むよう要望があった。学部長は,助手への振替

で概算要求していると答えた。これに対して理職から,

現在の制度のもとでも高位号俸者の頭打ちの救済を急

ぐよう重ねて要望があった。学部長は,助手ポストは

業績集団にふさわしい人を採用すべきであり,教務職

員対策に使うのは半年に限られると答えた。ただし,

各教室の判断で教室の助手ポストを使ってふりかえる

道はあると述べた。さらに,理職から,教務職員問題

の担当となっている伊理総長特男1補佐に対して学部長

は どのような意見を述べたかたずねた。学部長は,学
部長会議の折りに,給与制度に問題があることと,あ
らかじめ将来助手になり得る者を採用すべきであるこ

とを述べた, と答えた。

9そ の 他

11月 の交渉で理職から,寄付講座について理学部で

はどのような規則を作って設置するのかとの質問があ

った。学部長は,全学の規則に準ずる方針であると答

えた。また,理職から,数学科に寄付講座が設けられ

るという計画について質問があった。学部長は, 5月

の教授会で設置の方向が了承され,現在,企業との間

で具体的な接渉段階にあり,最終決定ではないと述べ

た。

編 集 後 記

平成元年度の最後の広報をお届けします。 この号は理学部長和田昭允先生をは

じめ, この春定年退官される方々のお別れの言葉と,親 しい方からの送る言葉の

｀
特集号

″
です。長年にわたる研究教育,大学の事務運営に対する御尽力に感謝し

,

ご健勝と益々のご活躍を祈念申し上げます。

理学部広報を読みやす く親 しみやすいものにするということは,歴代編集委員

長の大きな課題で, これまでにも多くの試みが行われてきました。昨今,多 くの

国立研究所からはカラー印刷の大変立派な広報誌が発行されておりますが,我が

理学部広報も何とか表紙 くらいはもっと魅力的にならないかということで,実現

しましたのが本年度第 1号 (平成元年 6月 発行)か らお届けしている 2色印刷の

表紙の広報であるわけです。三鈴印刷のご協力もあり, 1部 当りの価格をほぼ据

え置いたまま,やや紫がかった青色と黒の 2色印刷のモダンな表紙が実現 しまし

た。さらに表紙の写真もできるだけ大きくし, 日次は裏表紙にもってきました。

また本文につきましても執筆者の皆様のご協力により,かなり写真や図版を多 く

入れていただき,読みやす くなったのではなかろうかと存 じます。 しかし理学部

研究ニュースを多くの方に書いていただけるにはどうすればよいかとれ 問題は

たくさん残されております。

最後に中央事務小谷昭氏の編集協力に深 く感謝 し,次期編集長,横山先生 (生

化)にバ トンタッチしたいとぞんじます。

佐 藤 勝 彦
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